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	■ 新入会員と協会役員との懇談会

新任役員「就任の抱負」
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このたび、本協会の監事を拝命いたし
ました、東京商工会議所　産業政策第二
部長の進藤創でございます。大役を仰せ
つかり、身の引き締まる思いです。

本協会と東京商工会議所は、いずれも
多くの中小企業の皆様に支えられておりま
す。中東情勢に伴う影響の長期化やエネ
ルギー価格の高騰、深刻な人手不足など、
先行きは予断を許さない厳しい環境下で
はありますが、循環型社会の実現と地域

経済の持続的成長を両立するには、企業
の活力を高めていくことが不可欠です。さ
らに、環境保全への取組みを新たなビジ
ネスチャンスと捉える前向きな視点も、こ
れからの時代には欠かせません。

本協会の目的である産業の健全な発展
と生活環境の保全に向け、皆様と緊密に
連携しながら、誠心誠意努めてまいります。
今後ともご指導ご鞭撻を賜りますよう、よ
ろしくお願い申し上げます。

監事	 進 藤 　 創

東京商工会議所　産業政策第二部長

このたび、東京都産業資源循環協会

の理事という重責を拝命し、身の引き

締まる思いでおります。2000 年より産

業廃棄物の業務に係わりました。「リニ

アエコノミーからサーキュラーエコノ

ミーへ」・「脱炭素」など、資源循環・環

境保全に対する社会的要請が一層高まる

中、当協会の果たす役割はますます重要

になっております。微力ではございます

が、会員の皆様との連携を大切にしなが

ら、業界の健全な発展と循環型社会の実

現に向け、誠心誠意努めてまいる所存で

す。皆様のご指導、ご鞭撻を賜りますよ

う、よろしくお願い申し上げます。

理事	 山 﨑 隆 一

松田産業 株式会社　取締役 専務執行役員

新任役員「就任の抱負」

この度、第 14 回定時総会におきまして
監事に就任いたしました、株式会社三凌
商事の古舘茂俊と申します。歴史と実績
のある当協会の監事という重責を担うこと
になり、その責任の重さを感じると共に、
身の引き締まる思いでおります。 

近年、廃棄物を取り巻く環境は大きく
変化し、「廃棄物」という概念そのものが

「資源」へと価値を見出される時代となり
ました。また、循環経済 ( サーキュラーエ

コノミー ) の推進や頻発化する自然災害に
伴う災害廃棄物への迅速かつ適切な対応
など、私たちに求められている役割はます
ます重要なものになってきています。

このような社会の変化に素早く対応で
きるよう、私自身も研鑽を重ねながら、監
事として公正かつ適切な立場で職責を果
たし、協会の運営と発展に微力ながら尽
力してまいります。

どうぞよろしくお願いいたします。

監事	 古 舘 茂 俊

株式会社 三凌商事　代表取締役
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新入会員と協会役員との懇談会

東京都産業資源循環協会は、令和8年6月10日㈬13時30分より協会会議室において、
新入会員と協会役員との懇談会を開催しました。令和7年 10月1日から令和8年 3月
31日までに入会された正会員1社、賛助会員 4社を対象に開いたもので、全 5社の皆
さまにご出席いただきました。	 （取材　塩沢  美樹）

前列左から  	 井上 氏（森・濱田松本法律事務所）、矢澤 氏（コマツカスタマーサポート） 、橋本氏（EVERSTEEL）、鈴木 会長、
	 山口 氏（明幸）、細田 氏（エヌ・ビー・シー（協））
後列左から  	 鈴木 専務理事、高橋 副会長、加藤 副会長、五十嵐 副会長、二木 常任理事

	■ 自己紹介・意見交換（抜粋）
司会：　まず、正会員の明幸さん、お願

いいたします。
㈱ 明幸  山口 昌彦 氏：　弊社は2009年

12月に東京都足立区
綾瀬で創業し、現在
17年目を迎えており
ます。従業員数は約
40名です。足立区の
本社のほかに墨田支

店を置き、千葉、埼玉へと拠点を広

げている状況です。
	 　主な事業としては建設業全般を営

んでおり、特に公共工事をメインに
手がけております。具体的には、公
共施設の解体事業、改修事業、土木
事業などを行っていますが、どちら
かといえば解体業が一番の強みであ
り、東京23区をはじめとする官庁関
係の仕事を数多くいただいておりま
す。

協会役員：　御社の社長さんはもともと

同業他社などで経験を積まれて独立
されたのでしょうか。

山口氏：　弊社の社長は、もともと廃
棄物の収集運搬業からキャリアをス
タートさせて会社を立ち上げまし
た。その後、収集運搬から土木・解
体分野へと事業を広げ、独立して現
在に至っております。

協会役員：　事業内容を拝見すると一般
廃棄物は扱わないのでしょうか。そ
れとも、事業系一般廃棄物をやられ
ているのですか。

山口氏：　一般廃棄物も扱っておりま
す。ただ、弊社自身では収集運搬用
の車両を多くは保有しておりませ
ん。実際の運搬に関しては他社様
と協力しながら、弊社は主に現場代
理人の配置や現場管理・施工管理の
面を担うという形で対応しておりま
す。

協会役員：　最後に、当協会へのご要望
や期待されていることなどはありま
すか。

山口氏：　今後とも、協会の様々な活動
や行事に参加させていただきたいと
考えております。引き続き、どうぞ
よろしくお願いいたします。

司会：　では賛助会員のコマツカスタ
マーサポートさん、お願いします。

コマツカスタマーサポート ㈱    矢澤 武治 氏：　
当社は、コマツ（株式
会社 小松製作所）の
100%子会社として、
日本国内でコマツ製品
の販売やサービスを
担っている会社です。

2018年4月に、それまでバラバラだった

建設機械、フォークリフト、レンタルなど
の各事業（旧・コマツレンタル等）を一
本化し「コマツカスタマーサポート株式
会社」として統合いたしました。現在
は、建設機械および、フォークリフトの
販売、レンタル事業、そしてアフター
サービスの4つの柱を中心に事業を展開
しています。従業員数は約3,800名で、
国内を7つのカンパニー（北海道、東北、
東京関越、中部、近畿四国、中国、九州
沖縄）に分けたカンパニー制を導入して
おり、各カンパニーが独立採算制で運営
されています。

協会役員：　現在、当業界では、パッカー
車を発注しても、世界情勢や資材不足の
影響で納期が早くて1年半後と言われて
います。コマツさんの方では納期への影
響はいかがですか。

矢澤氏：　一時期はご迷惑をおかけしまし
たが、現在は納期が正常化しつつありま
す。

協会役員：　御社のビジネスはレンタルと
販売どちらがメインですか。

矢澤氏：　レンタルを利用されるお客様も
多いですが、当社のビジネスとしては販
売がメインです。

協会役員：　今、建設業界では遠隔操作
や無人化の技術が注目されていますよ
ね。コマツさんはかなり早い段階からソ
リューション関係やICT施工に取り組ま
れていた印象ですが、現在の状況はいか
がですか。

矢澤氏：　おっしゃる通り、 2015年
の導入開始以来、人手不足などの課
題をきっかけに活用が進みました。
今では、測量から施工・管理までを
データでつなぎ、現場の見える化と
効率化を支える取組として広がって
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います。さらに一歩進んだ遠隔操作
システムについても、まさに今、
様々な企業様と本格的に取組を始め
ているところです。現場から離れた
事務所内で、現地のカメラ映像や施
工データを見ながら、まるで現場に
いるかのように安全に遠隔操作を行
う技術です。この技術を使えば、オ
フィスの快適な環境から現地の建機
を正確に動かすことが可能です。現
場の無人化・省人化、そしてストレ
スのない安全な労働環境の実現に向
けて、いよいよ実用化のフェーズに
入っております。

協会役員：　それは期待が持てますね。

司会：　続きましてE
エ バ ー ス チ ー ル

VERSTEELさん、
お願いします。

㈱ EVERSTEEL  橋本 翔矢 氏：　当社は
2021年3月に創業した
東 京 大 学 発 の A I ス
タートアップです。現
在は正社員含め15名
ほどの規模で、オフィ
スは東京大学内に拠

点を置いております。
	 　社名の通り、私たちは「鉄スク

ラップ」をメインに扱っています。
国内の電炉メーカー（電気炉で鉄鋼
を製造するメーカー）様向けに、従
来は検収員さんが目視で行っていた
鉄スクラップの等級判定や異物の
検出を自動化・支援するAI画像解析
サービスを展開しております。熟達
技能による属人化が課題となってい
た検収作業を、ヤードに設置した高
精度カメラとリアルタイムのAI画像
判定に置き換えることで、客観的な

判定と検収業務の効率化を実現して
います。

	 　今回、こちらの協会に参加させて
いただいた背景としまして、私を含
め、当社の社員は「脱炭素の実現、
リサイクル促進」という強い思いを
持って会社を立ち上げており、製造
工程の下流側をご支援していく中
で、下工程だけでリサイクルを促進
することの難しさを痛感いたしまし
た。そこで、より上流である廃棄物
の排出・発生段階や流通過程におい
て、当社の持つITやAIの力で何か貢献
できないかと考え、昨年から産業廃
棄物業界へと少しずつ舵を切り始め
ております。今回は勉強させていた
だきたいという思いも兼ねて入会い
たしました。

協会役員：　スクラップを電炉メーカー等
に持ち込むと、トラック1台ごとに必ずダ
ストが出ますよね。御社のAIシステムを
使えば、トラック1台あたり、どれくらい
の割合でダストが含まれているかまで検
出できるのでしょうか。

橋本氏：　はい、AIによる画像解析の結果
として数値を返すことが可能です。
協会役員：　現在、国内での導入実績はど

のくらいあるのでしょうか。
橋本氏：　国内に電炉メーカーの拠点が約

50拠点ほどある中で、すでに12拠点（実
証研究含む）に当社のシステムを導入、
あるいは実証実験等を進めております。

協会役員：　当業界ではリチウムイオン電
池などによる火災問題が非常に深刻で
す。現在、工場に入った後に検知するシ
ステムはいくつかの会社が開発していま
すが、できれば搬入された最初の段階、
計量所などで異物を検知してくれるシス

テムがあると、業界としてはものすごく
助かるのですが。

橋本氏：　まさにそこが、私たちが今チャ
レンジしたいと考えている領域です。当
社の次の大きな事業課題だと考えてい
ます。

協会役員：　非常に期待しています。

司会：　森・濱田松本法律事務所さん、お
願いします。

森・濱田松本法律事務所  井上 愛朗 氏：　当事
務所は1949年の設立
です。1970年代は弁
護士数4名でしたが、
現在は国内に約700
名、海外に約200名の
弁護士が所属してお

り、規模としては日本最大手の法律事務
所となります。

	 　国内では、福岡、大阪、名古屋、高知、
高松、札幌、横浜などに拠点を構えてい
ます。海外展開も進めており、東南アジ
ア全域、そしてアメリカ、イギリスにも拠
点があります。今後は特に海外人員の比
率が高まっていく見通しです。

	 　当事務所は、法律分野におけるいわば
総合病院のような存在だと自負しており
ます。その中で、私は資源循環処理チー
ムを立ち上げ、統括しております。

	 　マニフェストや廃掃法に関するご相
談、有事の際の危機管理対応等に加え、
最近多くなっているのがM&Aです。現
在、いわゆる静脈産業におけるM&Aは
非常に活発化しており、ファンドや商社
からの注目度も高まっています。当事務
所は伝統的に大手メーカーや商社のお
客様が多く、環境や資源循環に関する
様々なご相談をいただいてきました。資

源循環の促進は社会全体の課題であり、
動静脈連携に関してもこれまでの知見を
活かしてお手伝いができればと考えてお
ります。
協会役員：　弁護士事務所も専門分化が

進んでいる印象ですが、貴事務所のよう
な大手事務所では、それぞれの専門分
野ごとに何十人ものチームがあるので
しょうか。

井上氏：　おっしゃる通りです。大まかに
申し上げますと、M&Aを専門にする弁
護士は約300名、訴訟を専門にする弁護
士も約300名程度おります。環境、不動
産、薬事、税務、事業再生、知的財産権
等分野は多岐にわたります。一つの専門
分野に特化している者もいれば、複数の
分野を掛け持っている者もいますが、基
本的には各分野に専門家が配置されて
います。

協会役員：　当協会には法制度検討委員
会という組織があります。現在、我々廃
棄物処理業者にとって、環境法の解釈や
新法（高度化法等）の制定が、時として
事業の弊害や重荷になるケースがありま
す。そうした「この場合はどう解釈すべ
きか」といった法的なアドバイスや相談
に乗っていただくことは可能ですか。

井上氏：　はい、廃棄物処理法（廃掃法）
の解釈はまさに我々の中核業務です。
「何が廃棄物に該当するか」という該当
性の問題を含め、多くのご相談をいただ
いております。

	 　また、立法や政策提言に関しても、環
境省との関係強化を進めて参りたいと考
えております。法解釈のみならず行政と
の橋渡し役としてもお力になれればと考
えております。

協会役員：　全国的に見ても、環境法を専
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門に勉強・実務をされている弁護士の先
生は非常に少ないですよね。大手の組織
力を活かして業界に新しい風を吹き込
んでいただきたいですね。

井上氏：　はい。佐藤泉先生や芝田麻里先
生などの諸先輩方とも多くの情報交換を
させていただいておりますので、うまく
連携しながら、この業界や法制度の発展
のために貢献していきたいと考えており
ます。

協会役員：　差し支えない範囲で、これま
でに取り扱った産業廃棄物関連の案件
を教えていただけますか。

井上氏：　産廃業界におけるM&Aにつ
いてはかなりの案件を対応しており
ます。また、過去に業界で大きな衝
撃となった大手処理業者の許可取り
消し事案のように、この業界は「一
発アウト」になりかねないリスクを
常に秘めていると認識しております
ので、そこまでの事態に発展しない
よう、重大な事故や法令違反を防ぐ
ための事前のコンプライアンス体制
構築や有事の際の危機管理対応につ
いてのご相談もいただいています。

協会役員：　一度、協会の会員向けに講師
としてお話しいただくと良いかもしれま
せんね。「過去にこのようなトラブル事
例があった」という実践的なお話などは
非常に有意義だと思います。

井上氏：　機会をいただけるのであれば、
ぜひ勉強会を開催させていただきたい
です。どのようなテーマがご関心事かも
すりあわせさせていただき、勉強会で意
見交換等させていただければ大変うれし
いです。

司会：　エヌ・ビー・シー協同組合さん、お
願いします。

エヌ・ビー・シー協同組合  細田 晃靖 氏：　今年
3月に入会させていた
だきました。機関誌
「とうきょうさんぱい」
第429号に当組合の事
業紹介を掲載させて
いただきましたので、

あわせてご覧いただけますと幸いです。
	 　当組合の主な事業内容としては、外

国人技能実習生や特定技能外国人の受
け入れ支援事業を行っております。来年
2027年4月に新たに始まる「育成就労制
度」および現在の「特定技能制度」の対
象職種に、新しく資源循環分野が追加さ
れることになりました。当組合としても、
この新分野に関するご案内や情報発信
を強化していきたいと考え、入会させて
いただきました。

	 　もう一つの入会経緯として、当組合は
これまで資源循環分野や廃棄物処理に
ついては全く対応した実績がなく、まだ
勉強不足の段階にあります。処理する工
程によって現場の作業内容も多種多様
だと思いますので、どのような作業があ
り、具体的にどの分野のどの部分で人手
が不足しているのかを皆さまから勉強
させていただきたいという思いもありま
す。

	 　当組合はもともとの基盤事業が、ETC
カードやコーポレートカード事業です。
そちらの事業を通じて、すでに当協会の
会員企業様10数社とお取引をさせてい
ただいております。

協会役員：　貴組合の外国人材の受け入
れ体制や雇用形態について教えてくださ
い。

細田氏：　当組合は監理団体として、海
外の信頼できる送り出し機関と提携
し、現地での面接から入国手続き、
日本に来てからの住居の手配にいた
るまで一貫したサポートを行いま
す。企業様には雇用契約を結んで直
接雇用（正社員等）の形で受け入れ
ていただき、当組合へは定期サポー
トや管理業務の委託をしていただく
形になります。

協会役員：　どこの国出身の人材が多いで
すか。

細田氏：　累計で一番多い国はベトナムで
す。ただ、近年勢いがあるのはインドネ
シアですね。今後はスリランカやバング
ラデシュなども、さらに伸びてくると予
測しています。

協会役員：　今の日本は働き方改革の影響
であまり残業ができません。さらに円安
も重なって「日本は稼げないから、別の

国へ」という流れになっていると聞きま
すが、現場の肌感覚としてはいかがです
か。

細田氏：　確かにそういう声は耳にしま
す。ただ、例えばインドネシアの場合、
日本との貨幣価値の差が7倍程あり、基
本的に募集に対して2.5～3倍の応募が
集まる傾向があります。こうした状況を
見る限り、日本ルートの求人は現地でま
だまだ高い人気を維持していると認識し
ております。

協会役員：　当業界では将来的に全国で約
6,000人の外国人労働者が必要になると
いう試算が出ていますので、ぜひ今後、
貴組合とも一緒にこの課題に取り組んで
いければと思います。

司会：　予定の時間になりました。皆さ
ま、ありがとうございました。

出席者一覧	 （順不同、敬称略）

会社名／役職・氏名 所在地

正 会 員
株式会社 明幸
　執行役員	 山口 昌彦

東京都足立区綾瀬 4-24-13
　☎ 03-5682-7370

賛助会員
コマツカスタマーサポート 株式会社 
東京関越カンパニー 
　営業部 担当部長	 矢澤 武治

東京都港区白金 1-17-3
ＮＢＦプラチナタワー 3 階

　☎ 050-3486-4147

賛助会員
株式会社  ＥＶＥＲＳＴＥＥＬ
　事業開発部 マネージャー	 橋本 翔矢

東京都文京区本郷 7-3-1
東京大学南研究棟アントレプレナーラボ 202

　☎ 090-5023-9786

賛助会員
森・濱田松本法律事務所
外国法共同事業
　パートナー弁護士	 井上 愛朗 

東京都千代田区丸の内 2-6-1
丸の内パークビルディング

　☎ 03-5223-7744

賛助会員
エヌ・ビー・シー協同組合
　国際事業部	 細田 晃靖

東京都品川区東品川 4-10-13
プライム東品川ビル 2 階

　☎ 03-3458-0881
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第14次東京労働局労働災害防止計画推進中
～トップが発信！ みんなで宣言 一人一人が「安全・安心」～

東京労働局 労働基準監督署

検 索Safe Work
2023年度
～2027年度

「高年齢者の労働災害防止のための措置」
が事業者の になります。

事業者は、
「高年齢者の特性に配慮した作業環境の改善」
「作業の管理その他の必要な措置」を講ずる必要があります。
【労働安全衛生法（昭和47年法律第57号）第62条の２第２項】

➢ 我が国は高齢化社会へと移行し、労働者の高齢化が急速に進んでいる
➢ 高年齢者の労働災害が増加しており、他の世代と比べて、労働災害の
発生率が高い

➢ 被災時の重症化や長期休業の傾向が顕著である

改正の背景

東京都内における労働災害の発生状況【年齢別】

具体的な対策の実施事項は、「高年齢者の労働災害防止のための指針」
（裏面参照）に沿って対策を進めてください

60代以上

50代

40代

30代

20代

令和８年４月１日から

東京労働局より

R8.5

高年齢者の労働災害防止のための指針～令和8年2月10日公示

店舗における化学物質対策

高年齢者の災害防止関連の情報

働く高齢者の特性に配慮した安全な職場を目指しましょう。

１.安全衛生管理体制の確立等
• 経営トップによる方針表明と体制整備
• 高年齢者の労働災害防止のためのリスクアセスメントの実施

２.職場環境の改善

• 身体機能の低下を補う設備・装置の導入
• 高年齢者の特性を考慮した作業管理

３.高年齢者の健康や体力の状況の把握
• 健康状況の把握
• 体力の状況の把握
• 健康や体力の状況に関する情報の取扱い

４.高年齢者の健康や体力に応じた対応

• 個々の高年齢者の健康や体力の状況を踏まえた対応
• 心身両面にわたる健康保持増進

５.安全衛生教育
・ 高年齢者に対する教育
・ 管理監督者などに対する教育

労働安全衛生法（昭和 47 年法律第 57 号）第 62 条の２第２項の 規定に基づき、同条第１項に規定する高年齢者
の特性に配慮した作業環境の改 善、作業の管理等、高年齢者の労働災害の防止を図るために事業者が講ずるよ 
う努めなければならない措置に関して、その適切かつ有効な実施を図るため定 めたものである。

【エイジフレンドリー補助金】 【東京労働局 高年齢労働者対策ページ】

高年齢労働者の労働災害防止
のための指針

詳
し
く
は

【補助金申請期間】
令和8年5月10日～10月31日

詳しくはこちら

労使ともに身体機能等の低下が労働災害リスクにつながり得ることを理解し、
労使協力の下、実施可能な対策を進めることが重要です。
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業界別人材確保強化事業（カスタマイズ支援）

第1回 人材確保セミナーを開催
人手不足時代の採用・定着・育成のコツ

～企業の９タイプ別分類でわかる人材育成のためにやるべきこと～

公益財団法人東京しごと財団と連携した「業界別人材確保強化事業（カスタマイズ支
援）」の取組として、令和8年6月11日㈭14時からfabbit 会議室丸の内（千代田区丸の内）
で第1回人材確保セミナーを開催しましたので報告します。	 （事務局長　増田  武）

○セミナーのテーマと講師について
セミナーは「人手

不足時代の採用・定
着・育成のコツ　～
企業の９タイプ別分
類でわかる人材育成
のためにやるべきこ
と～」と題し、㈱カ
イラボ代表取締役の

井上洋市朗氏を講師として行われました。
井上氏は現在、多くの企業の若手社員定
着率向上支援を行うほか、管理職・OJT
担当者向け研修、採用コンサルティング
などを行っている方で、関連の著書も発
行されています。
○セミナー開催の模様について

セミナーは、対面、オンラインのハイ
ブリッド方式で、対面 4 名、オンライン
10 名の参加者で開催されました。

まず「データで見る人材定着の実態」
として転職希望者や転職率の推移などの
データが示され、転職希望者が過去最多、
転職率は微減傾向、安定している会社を
希望する一方で大企業の早期離職率が上
昇傾向にあることなどが示されました。
また講師の著書「早期離職白書」の生の
声が示され、早期離職の要因が企業規模
や安定性ではなく、存在承認（自分を認

めてもらえるか、放置されないか）、貢献
実感（社会や顧客への貢献を実感できる
か）、成長予感（将来のスキルアップや成
長がイメージできるか）の三大要因にあ
ることが示されました。

次に「全社で進めるべき企業の離職
対策」として、単一の絶対的な対策はな
く、組織の状況や風土、ビジネスモデル
などにより方策が異なり、自社に合った
方法を選ぶことの重要性が指摘されまし
た。その離職対策を検討するうえでハー
ズバーグ理論による企業分類を用いて企
業を衛生要因（給料、福利厚生、労働環
境など）と動機付け要因（やりがい、達
成感、承認など）により 9 つのタイプに
分類する手法が紹介されました。その後、
自社・職場のタイプが 9 タイプのどこに
位置しているかを、対面参加者について
はグループワークで、オンライン参加者
は個人ワーク・チャットで参加してそれ
ぞれ実施しました。この対策は、企業（全
社）、チーム（部署・職場）、社員一人ひ
とりが、それぞれの場面で全て実施する
ことが必要で、とりわけ企業がトップ（経
営陣）のコミットとして一貫してメッセー
ジと実行力を発揮すること、採用の改善・
人材育成の仕組みなど、企業がやるべき
離職対策の取組が示されました。

井上 氏

次に、「入社後ギャップを減らすための
採用術」と題して、企業と個人の関係性
の対等化等の最近の採用トレンドが示さ
れ、採用活動は「選ぶ」「選ばれる」「嫌
われない」ことを目的として行われるこ
とから、採用ターゲット（求める人物像）
を明確にしたメッセージ発信の重要性や、
自社情報の魅力訴求には情報の定量化が
必要なことが示されました。また、採用
面接は入社後に活躍できるかどうかをみ
るものなので、採用後比較的簡単に変化
できるコミュニケーション能力などより
も、採用後も自社に必要な変わりにくい
資質を持った人を「求める人物像」とす
るのが王道であることが強調されました。

最後に「人材育成の仕組みとコミュニ
ケーション方法」として、転退職せずに
働き続けたいのは人間関係がいい職場で
あり、そのためには意見を言いやすい雰
囲気が大切であること、人材育成は個人
だけでなく部署全員で行うことで最も大
切な互いの信頼関係が生まれること、信
頼関係構築には具体的には存在や行動、
成果について承認することが必要である
ことが示され、そのための具体的な承認
メッセージの語彙を増やすことが必要で
あることが示されました。信頼関係のな
いコミュニケーション・指導は無意味・
逆効果であるため、指導する前に仕事の
行動基準を決め・事前に周知・共有して
おくことが必要であることも示されまし
た。人材育成にあたっては、「やってみせ
る→説明する→やらせてみる→確認・補
足する」の 4 段階指導法があり、最後の

「確認・補足する」フィードバックが重
要であること、フィードバックの改善に
は、Situation（状況）、Behavior（行動）、
Impact（結果）を明確に伝える SBI 手法

の活用が重要であることが示されました。
「次から注意しよう」という抽象的な行動
ではなく、具体的な改善行動（メモを取る、
復唱するなど）を提示することが必要で
あることが示されました。
○さいごに

セミナーを受けた個人の感想ですが、
転職について、漠然とイメージとして自
分が思っていたものと異なるデータが提
示され、その相違が意外に感じられまし
た。また、離職の要因についても生の声
を根拠として示して整理されていること
など、講義内容が統計データや講師ご自
身が収集したデータを活用したとても具
体的な内容であると感じました。また、「情
報の定量化」、「承認の言葉とフィードバッ
ク」など、豊富な経験と知識に裏打ちさ
れた内容であったとも感じました。講師
の井上様、ありがとうございました。
○今後の予定について
「業界別人材確保強化事業（カスタマ

イズ支援）」では、9 月に第 2 回目のセミ
ナー開催、10 月から 11 月頃には現在作
成中の PR ツールとなる冊子が完成予定、
1 月には合同企業説明会の開催を計画し
ており 9 月から出展企業の募集を開始す
る予定としております。

グループワーク

業界別人材確保強化事業
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中和・脱水分科会　勉強会

改正廃棄物処理法
PRTR 制度／第一種指定化学物質等

廃棄物情報の伝達
中間処理委員会  中和・脱水分科会（森 雅裕 リーダー）では、令和8年 6月3日㈬

15時から、協会会議室にて「改正廃棄物処理法  PRTR制度／第一種指定化学物質等  廃
棄物情報の伝達」と題し、株式会社 ハチオウ経営企画室の齋藤光男氏、田村高宏氏の2
名を講師として10名が参加して勉強会を開催しました。	 　（事務局長　増田  武）

この勉強会では、令和 8 年 1 月 1 日に
施行された廃棄物処理法の施行規則改正
第 8 条の４の２について、委託契約書に
含まれるべき事項として義務化された事
項、化管法（化学物質排出把握管理促進法）
や第一種指定化学物質、PRTR 制度と廃
棄物処理法の関係、ＷＤＳガイドライン、
経過措置と記載義務、今後の情報伝達の
役割等について豊富な資料が提示され、
詳細な説明がありました。以下、ポイント
について記載します。
〇義務化された内容等

・	 改正の目的・背景は、平成 29 年 2 月
の中央環境審議会での意見具申（危険
廃棄物・有害物質のうち関連法令で規
制している物質を廃棄物処理法におい
ても情報伝達を義務付けるべき）に基
づくもの。危険廃棄物・有害物質に関
する処理過程での事故が多発したこと
を受け、環境汚染の減少・化学物質の
適正な処理を促進させるため、従来の
ＷＤＳ（廃棄物データシート）よりも
具体的な情報伝達が必要であるとされ
ました。

・	 それを受けた形の今回の改正により、
PRTR 制度における第一種指定化学物
質取扱事業者（23 業種・従業員数 21
人以上、年間１トン以上取扱）は、廃

棄物に含有する第一種指定化学物質
（対象 515 物質）の名称、数量又は割
合を委託契約書に記載することが義務
化されました。

・	 ただし、全ての取扱い事業者が対象で
はなく、PRTR 制度における排出・移
動量を届出しており、かつ廃棄物に含
有・付着する量が廃棄物重量の１％以
上である事業者が対象とされました。

・	 対象となる第一種指定化学物質は 515
物質であるが、今後の規制強化等の方
向から新たに指定される物質が増える
ことが予想されます。しかし、個々の
物質が追加されるたびに廃棄物処理法
の改正はしないとしており、化管法に
おける追加情報に注意が必要です。

〇 PRTR 制度と廃棄物処理法の関係
・	 誤解を生じやすい点として今回の改正

はあくまでも契約書への記載義務であ
り、廃棄物処理法における情報伝達の
意味合いからは「義務がない事業者は
情報伝達の必要がないという認識には

齋藤 氏 田村 氏

ならない」という点があります。あくま
でも一つの基準として PRTR 制度を利
用してはいますが、この制度の延長で
はありません。

・	 今回の改正により、第一種指定化学物
質は処理業者に情報提供が必要な性状
等をもつものに指定されたとはいえ、
記載義務の有無にかかわらず、「当該
産業廃棄物処理を取り扱う際に注意す
べき事項」に該当することになります。
該当物質の情報伝達の未実施は事故発
生時などにおいて、注意義務違反が発
生する可能性について留意する必要が
あります。

・	 この点については環境省の「有害廃棄
物の情報伝達省令改正に関する FAQ」
中にも、「情報伝達の義務のない場合
であっても処理過程に影響を及ぼす
等、適正処理に必要な情報である場合
は、規則改正第 8 条の４の２第 6 号ト
により情報伝達が必要である」旨の回
答が記載されています。

〇ＷＤＳガイドライン等
・	 ＷＤＳ旧様式と比較し新様式には、表

面で「発生工程」、「情報伝達が義務付
けられている物質のチェック欄」等の
追加があったこと、又、ガイドライン
本文においては、改めて「排出事業者
と廃棄物処理業者間での情報共有（双
方向コミュニケーション）」が強調され
ており、ＷＤＳ裏面の「内容確認欄」
に排出事業者・処理業者双方の署名が
あることが重要な意味をもってくると
解説がありました。

・	 環境省 FAQ を参照し、従来使用して
いる旧様式に必要な情報項目を満たせ
ば継続使用が可能であることや、その
他濃度計算や濃度等記載の方法につい

て示されました。
〇経過措置と記載義務等

・	 改正省令附則第２条に経過措置の規定
が設けられ、自動更新を含む契約では
施行日以降最初の契約更新日から改正
事項が適用されます。

・	 契約更新時に改正に伴う記載事項を追
加する方法、自動更新時に覚書の締結
で記載事項を締結する方法等が紹介さ
れました。

〇今後の情報伝達の役割等
・	 改正により、従来は生産側のサプライ

チェーンまででストップしてしまい処
理業者まで提供されなかった生産者側
の化学物質の情報が、処理業者まで伝
達されるようになってきました。しかし、
今回対象の第一種指定化学物質だけで
も多くの種類があり、処理業者側では
濃度の把握等は技術的・経済的に困難
なため、いかにして排出事業者からの
情報伝達をうけとるのかの工夫が重要
になってきます。

・	 情報伝達の役割は、従来の安全衛生や
環境面の情報としてだけでなく、「資源
循環＝水平・アップリサイクル」への
構造シフト（廃棄物情報の持つ役割の
変化）の中で再生原料（品）の品質確
保といった側面も大きくなってきます。

〇参加者で共有した事項
・	 この勉強会を通じ、参加者内では、契

約書の更新のタイミングで新様式へ対
応していくこと、ＷＤＳガイドライン第
3 版の内容を確認すること、化学物質
のリスクアセスメント体制を検討する
こと、顧客向けに情報提供することな
どの事項が共有されました。

中和・脱水分科会
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第 14回 青年部定時総会・研修会を開催

青年部（畠山孟賛 部長）は、令和 8年 6月 3日㈬ 13 時 30 からエッサム神田ホー
ル 1号館（千代田区内神田）にて第 14回青年部定時総会・研修会を開催しました。
	 （株式会社 太陽油化　佐藤 嘉哉   記）

	■ 第 14回青年部定時総会
冒頭、青年部の畠山部長より、2025 年

度の事業が滞りなく終了したことに対し、
部員の皆様への一年間の協力に対する謝
辞が述べられました。

定時総会では畠山部長が議長に指名さ
れ、議案審議に入りました。議決権を有
する部員数 60 名のうち、総会出席者数
36 名、委任状による表決数 8 名により、
定足数に達していることが報告され、総会
が有効に成立する旨の宣言がありました。

審議では、2025 年度事業報告、収支
決算報告、監査報告、ならびに 2026 年
度事業計画案、収支予算案について説明
が行われ、各議案は満場一致で可決承認
されました。

また、任期満了に伴う役員改選につい

ても審議が行われ、満場一致で可決承認
されました。これにより、青年部の新た
な部長として、村松秀朗氏（㈱太陽油化）
が就任しました。

村松新部長からは、青年部を卒業され
る方々の功労を称える言葉とともに、新体
制で臨む 2026 年度を楽しく意義ある一年
にしていきたいとの決意が述べられました。
新任幹事含め17 名で青年部は新たな体制
でのスタートを切ることとなりました。

その後、議長の任が解かれ、遠藤幹事
の閉会宣言をもって、第 14 回青年部定時
総会は無事に終了しました。

総会後、青年部を卒業される部員に対
し、村松新部長よりこれまでの青年部活
動への多大なる貢献に感謝を込めて、感
謝状が贈呈されました。

参加者

	■ 研修会 第 1部
総会終了後には研修会が開催され、

第１部として青年部員企業 6 社より会
社 PR や各社の取組について紹介が行わ
れました。

研修会では、㈱丸幸の丸井 氏より「小
学校向け環境授業」、トライシクル㈱の
河崎 氏より「電子契約の現状」、白井エ
コセンター㈱の白井 氏より「ストレッ
チフィルムの資源循環」について取組の
発表がありました。

続いて、エクオ㈱の髙橋 氏より「SNS
求人広告の活用法」、㈱ TOA シブルの齋
藤 氏より「蜜蜂プロジェクト・環境教
育」、ファンファーレ㈱の長瀬 氏より「配
車表自動作成『配車頭』」について、そ
れぞれの事業紹介や商品紹介など PR さ
れました。

各企業から環境教育や資源循環、人
材採用、業務効率化など、幅広いテーマ
が取り上げられ、参加者にとって他社の
取組を知る貴重な機会となり、今後の青
年部活動や自社での取組にもつながる有
意義な内容となりました。

	■ 研修会 第２部
第２部として、青年部副部長のイー

テラス㈱ 安井氏を講師に「アンガーマ
ネジメント研修」が行われました。

研修では、怒りの感情が生まれる仕
組みや、その感情との上手な向き合い方
について、具体的な事例を交えながら分
かりやすく講演いただきました。怒りを
抑え込むのではなく、自分の感情を正し
く理解し、適切にコントロールすること
の大切さを学ぶ機会となりました。

また、グループディスカッション形
式で実際にシミュレーションを行い、職

場における円滑なコミュニケーションの
取り方や、相手との考え方の違いを受け
止める姿勢についても多くの気づきを得
ることができました。参加者は、日常業
務の中で起こり得る場面を思い浮かべな
がら、より良い人間関係づくりや職場環
境の向上に活かせる内容として、熱心に
耳を傾けていました。

アンガーマネジメントを通して、青
年部員一人ひとりが自身の怒りという感
情と向き合い、今後の仕事や組織運営に
役立てるための大変有意義な時間となり
ました。

	■ 懇親会
研修会終了後には懇親会が開催され、

参加者同士の交流が行われました。
研修会で得た学びや各社の取組につ

いて意見交換が行われたほか、日頃の業
務に関する情報共有なども活発に行われ
ました。会場は終始和やかな雰囲気に包
まれ、参加者同士が親睦を深める貴重な
機会となりました。

今回の総会、研修会、懇親会を通じ
て、青年部員同士の交流が深まり、今後
の活動につながる有意義な一日となりま
した。

研修会風景
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女性部（望月麻子 部長）は、令和 8年 6月 12 日㈮～ 13 日㈯にかけて愛媛県東温
市にて、第 22回女性部定時総会及び施設研修会を開催しました。
今回の研修会では、女性部員でもあるオオノ開發株式会社様のご協力のもと、同

社が運営する「フレップとうおん」を視察しました。
	 （サナート行政書士事務所　下方 和美  記）

第 22 回女性部定時総会
及び愛媛県施設研修会を開催

	● 第 22回女性部定時総会
総会はオオノ開發株式会社の施設内

で開催され、部員数 40 名（議決権部
員数 34 名）に対して、議決権行使者
数 23 名（議決権ありの出席者数 16 名、
委任状 1 名、書面決議 6 名）と定足数
を満たしており、総会の成立が確認され
た後、山下幹事を議長として議事が進行
されました。

第 1 号議案「令和 7 年度事業報告」
では、各種研修会や講演会、勉強会、懇
談会の開催状況に加え、全産連女性部協
議会等への参加実績などが報告されまし
た。第 2 号議案「令和 7 年度決算報告」
では、収支決算及び監査結果が報告され、
適正な会計処理が行われていることが確
認されました。

続いて、第 3 号議案「令和 8 年度事
業計画（案）」では、女性部主催事業の
ほか、関東地域協議会や全産連女性部協
議会への参加などの活動計画が示されま
した。第 4 号議案「令和 8 年度予算（案）」
では、新年度予算及び繰越金の計画が説
明されました。さらに第 5 号議案「役
員改選」では、任期満了に伴う新役員体
制が提案され、新任幹事 3 名から就任
の挨拶が行われました。

各議案はいずれも原案どおり承認可
決されました。女性部では A チーム（地
域貢献）、B チーム（コミュニケーショ
ン）、C チーム（法律等勉強会）の 3 チー
ム体制で活動を展開しており、今後も会
員相互の交流促進と業界発展に資する活
動の充実が期待されます。

	● オオノ開發株式会社　施設見学
総会終了後は、オオノ開發株式会社

が運営する総合環境処理・複合リサイク
ル処理施設「フレップとうおん」の見学
を行いました。

冒頭、取締役副社長 上田 徹氏より歓
迎のご挨拶をいただきました。同社は創
業 60 年を迎え、現在の事業所も 40 年
以上の歴史を有しています。当初は土砂
処分事業からスタートしましたが、顧客
ニーズに応じて事業領域を拡大し、現在
では産業廃棄物処理、リサイクル、汚染
土壌処理、最終処分、解体事業などを総
合的に展開されています。

施設見学で特に印象的だったのは、
「一敷地・多機能の統合運用」という同
社の事業モデルです。広大な敷地内に分
析・研究施設、中間処理施設、特殊処理
施設、リサイクル施設、最終処分場及び

女性部だより

高度水処理施設を配置し、受入から処理、
資源化、最終処分までを一貫して行って
います。このような総合処理体制は全国
的にも極めて珍しく、年間約 1,000 人
の見学者を受け入れていることからも、
その先進性がうかがえます。

施設内では、土壌汚染対策法に基づ
く汚染土壌処理設備を外部より見学しま
した。銀色の大型プラントでは、水銀や
PCB を含む汚染土壌の無害化処理が行
われており、日量 144 トンの処理能力
を有しています。また、リチウムイオン
バッテリーなど近年増加する新たな廃棄
物への対応も進められていました。

低濃度 PCB 廃棄物処理では、外部へ
の排出時にダイオキシン等の有害ガスを
発生させないために、二次燃焼室内温度
の維持が必須で、この水準の設備を整備・
維持するコストは相当規模に上るとのこ
とです。

現在の管理型埋立処分場の埋立容積
は約 300 万立方メートルありますが、
毎年の埋立量は 20 万立方メートルな

ので、単に廃棄物を埋め立てていると、
10 ～ 13 年しか使えなくなります。埋
めるものと燃やすものを分別することに
より、埋める容積を減らしていく取組に
力を入れ、15 年くらい持たせようとし
ています。覆土の下には配管が通ってい
ますが、これは埋立物から出るガスを抜
くための配管です。さらに廃棄物から出
る浸出水（汚水）が地下を通って水処理
まで運ばれるための配管もあります。こ
のような環境を維持するための工夫もさ
れています。

❀　❀　❀

今回の研修会を通じて、廃棄物処理
業界が担う資源循環の重要性と、先進的
な環境処理技術への理解を深めることが
できました。また、女性部員相互の交流
を一層深める貴重な機会ともなりまし
た。ご多忙の中、施設見学を受け入れて
いただいたオオノ開發株式会社の皆様に
心より感謝申し上げます。

オオノ開發にて
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第１０８回理事会

開催日時：   ６月１０日㈬ 15 時 00 分～ 16 時 05 分、16 時 25 分〜 17 時 00 分
場所：   協会会議室
出席者：  理事１８名　／　監事２名
議題：  

１．決議事項
（１）新入会員の承認
（２）理事の協会委員会・部会、関東地域協議会委員会・部会の所属
及び協会委員長・部長の委嘱

（３）多摩支部・区部支部・青年部の役員決定

２．協議事項
（１）適正処理・資源循環懇談会の日程及び議題
（２）理事の委員会所属見直し

３．報告事項
（１）月次会計報告及びマニフェスト販売状況
（２）産業廃棄物処理業者に対する行政処分
（３）全国産業資源循環連合会  会長表彰

次回開催日：  第１０９回理事会　7月8日㈬

建設汚泥・再生砕石分科会（隅田 座長）

開催日時：  5 月29日㈮ 15 時～	 場所：  協会会議室	 出席委員：  10 名
議題及び内容：

●	再生砕石の滞留問題改善とDX推進
「再生砕石滞留状況システムプラットフォーム」説明会を行った。改善、修正な

ど意見交換を行い最終調整に入る。今後試行を行っていく。
各社の受入及び出荷可能量の見える化により、都内における資源循環を目指す。

次回開催日：  未定

中間処理委員会（福田 委員長）

開催日時：  ６月２日㈫ 15 時～	 場所：  協会会議室	 出席委員：  12 名
議題及び内容：
●	令和 8年度の活動について詳細が決定した。

・8 月26 日	 「再資源化事業等高度化法」勉強会
・10 月19 日	 設備等の助成金勉強会（会員はオンライン）
・2 月16 日	 詳細は調整中

次回開催日：  8月26日　「再資源化事業等高度化法」勉強会

建設廃棄物委員会（高橋 委員長）

開催日時：  ６月８日㈪ 15 時～	 場所：  協会会議室	 出席委員：  12 名
議題及び内容：

●	四団体合同施設見学会・意見交換会について日程、内容等検討した。
他団体と調整し詳細を決めていく

次回開催日：  未定

安全衛生推進委員会（細沼 委員長）

開催日時：  ６月17日㈬ 15 時～	 場所：  協会会議室	 出席委員：  10 名

議題及び内容：
①	 令和７年労働災害確定について

厚生労働省より令和７年労働災害の確定値が公表された。
東京都の産業廃棄物業
・４日以上の労働災害発生件数１０５件（前年比マイナス４２件）
・死亡災害件数０件

②	 １０月安全衛生パトロールについて
協会理事企業をパトロールする。パトロールの様子を撮影し、会員向けの研修動
画を作成予定。

③	  第３回安全衛生推進大会について
日時：令和９年１月２９日　開催場所：ホテルニューオータニ
プログラム構成について議論した。

④	 安全衛生標語コンクール募集要項確認
募集期間：令和８年９月１日～９月３０日
正会員企業に募集案内を通知する

次回開催日：  9月15日㈫15時～　協会会議室
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株式会社 ハチオウの優しい社会に向けた取組

この連載企画は、会員各社の障がい者

雇用や高齢者雇用などの取組を互いに学ぶ

ことで、優しい社会に向けた一助となれば

と思い、不定期連載で掲載しております。

今回は、広報委員会委員長の会社である

株式会社ハチオウ様にお伺いし、昨年初頭

に初めて障がい者を雇用された経緯や、取

組方法を紹介いただきました。

同社は1972年 2月に創業し、廃棄物か

らの銀回収事業で培った技術と知見を活か

して、現在は廃液や化学系廃棄物の処理を主力業務としています。化学系廃棄物を扱

うという「安全面の不安」「業務の難しさ」などから、これまで障がい者雇用への取組

には慎重だったそうです。今回は、代表取締役 森 雅裕様、取締役 木村和彦様（プロジェ

クトリーダー）、そして現場責任者の皆さまに、障がい者雇用への考え方や実際の現場

での取組について伺いました。これから障がい者雇用に取り組もうと考えられている企

業の参考となれば幸いです。	 （広報委員会　委員　望月 麻子）

	■「障がい者雇用に取り組もう」と思った

きっかけを教えてください。

森社長：　約3年前、「人を大切にする

経営学会」の人財塾

に参加したことが大

き な き っ か け で し

た。障がい者本人や

そのご家族の実話を

毎月聞く中で心を打

たれ、「会社として

何ができるのか」を真剣に考えるように

なりました。

　特に印象に残っているのは、浜松の視

覚障がい者就労施設を見学した時のこと

です。80代の全盲の女性は60歳を超え

てから仕事を始められたそうですが、

「私の人生は今が青春なの。ここで働く

毎日が楽しみなのです。」と笑顔で話す

姿を見て、「幸せ」ということの意味を

改めて考えさせられました。

　先ずは、そのNPO法人で作られてい

る猫や犬のマグネット、スティック茶な

森社長

ハチオウ　八王子工場

どを購入することから始め、今まで避け

てきていた障がい者雇用に取り組む意思

決定をしました。

	■ 法定雇用率達成以外の目的はありまし

たか？

森社長：　当社は「五方良し」の理念を

経営に掲げています。

　その中の4つ目は「地域住民、とりわ

け障がい者等社会的弱者の幸せ」であ

り、障がい者雇用も、その実践の一つで

す。障がい者雇用を通じて、「働く喜

び」「働く楽しさ」「社会とのつなが

り」を共有できる会社にしたいという思

いがありました。

	■ 初めての障がい者雇用はどのように進

めましたか？ 

森社長：　未経験のことでしたので、木

村取締役にプロジェクトリーダーとなっ

てもらい、まずは一人雇用することを目

標に取り組み始めました。最初から全員

が前向きだったわけではありません。だ

からこそ、まずは「知ること」が必要だ

と思いました。

　例えば、人財塾で学んだ実話の共有、

幹部会議での読み合わせ、新人研修での

障がい理解教育、「ダイアログ・イン・

ザ・ダーク」への参加などを実施してき

ました。

　いきなり制度の話をするのではなく、

「相手を理解する」という土壌づくりか

ら始めました。

	■ プロジェクトチームはどのような方法

で運営されているのでしょうか

木村プロジェクトリーダー：　障がい者

雇用は、通常業務の延長線上だけで進め

るのは難しいと感じていました。そこで

当社では、既存部署任せにせず、「障が

い者雇用・支援委員会」というプロジェ

クト形式で運営をしました。社内公募に

より現在も10名体制で活動しており、

メンバーは管理本部だけではなく、工場

や現場部門も含めた横断型です。現場で

実際に受け入れる社員の声を反映できる

ようにしています。

	■ プロジェクト運営で苦労したことは？

木村プロジェクトリーダー：　やはり、

“継続性”ですね。障がい者雇用は採用し

て終わりではありません。むしろ、入社

後の定着支援の方が重要です。

　特に精神障がいの場合、体調の波、コ

ミュニケーションのズレ、指導側の負担

など、日々小さな課題が発生します。

優しい社会に向けた会員企業の取組

（左から）森社長、山之井部長、木村取締役、
望月、鳴澤本部長
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優しい社会に向けた会員企業の取組

　そのため、一人の担当者だけに任せ

ず、委員会全体で情報共有するようにし

ています。

　また、正式な会議だけでなく、定期的

なミーティングなども行っています。

	■ 化学系廃棄物処理の現場で受け入れる

ことに、不安はありませんでしたか？

鳴澤本部長（八王子工場）：　正直に言

えば、「工場での受け入れは厳しいので

はないか」という思いはありました。化

学薬品や危険物を扱う現場ですから、怪

我をしないか、緊急時に対応できるか、

指示が伝わるかといった不安は当然あり

ました。

山之井部長（八王子工場）：　どんな方

が来るのかという期待と、事業所として

しっかり受け入れができるのかという不

安の半々でした。

	■ 精神障がいのある方を実際に受け

入れてみて印象は変わりましたか？	

また、どのような仕事を担当されてい

ますか？

山之井部長：　印象はかなり変わりまし

た。障がい者雇用ということで最初は身

構えていたのですが、実際に話してみる

と、健常者とほとんど変わらない感覚で

した。現在、試薬の解体や処理、空け替

え、無害化処理の作業及び補助作業を

行ってもらっています。

鳴澤本部長：　日常の様子だけを見る

と、「障がい者とは思えない」というの

が率直な印象でした。逆に、それが難し

さでもありました。普通に見えるので、

教える側が障がい特性を忘れてしまいそ

うになり、時折指示口調がきつくなって

いて心配することもありました。

	■ 現場では、どのような工夫をされまし

たか？

安藤さん（現場指導担当）：　一度に多

くのことを伝えないようにしています。

「今日はこれ」「次はこれ」というよう

に、一つずつ教えるよう意識しました。

　また、口頭だけで済ませず「必ずメモ

を取ってもらう」「できるだけ具体的に

伝え、曖昧な表現を避ける」「こまめに

休憩を入れる」といった工夫をしていま

す。

	■ 業務改善につながったことや職場に変

化はありましたか？

多賀須さん（現場指導担当）：　工場で

は、試薬解体や処理のマニュアル整備が

進みました。

現場で活躍する障がいのあるAさん

優しい社会に向けた会員企業の取組

安藤さん：　本人のために作ったテキス

トを見直す中で、「この表現、曖昧だ

な」と気づくことが増えました。結果と

して、誰にとっても分かりやすい手順書

づくりにつながったと思います。

鳴澤本部長：　かなり変わりました。以

前は「障がい者雇用＝難しい」というイ

メージが強かったですが、実際に一緒に

働くことで「こういう形ならできる」と

いう理解が広がりました。また、表示を

絵にしたり色分けしたり、マニュアルを

見直したりと、結果的に全員にとって働

きやすい環境改善にもつながっていま

す。

	■ コミュニケーション面で意識したこと

は？

山之井部長：　配慮は必要ですが「障が

い者だから特別」というよりは、普段通

りのやり取りを心がけました。

鳴澤本部長：　敬語で、穏やかに、丁寧

に話すことは意識していました。

　また、船釣りなど会社のイベントには

積極的に声を掛けるようにしていまし

た。参加した後にとても楽しかったと嬉

しそうに話しをしていました。

	■ 本人から入社後にどんな反応がありま

したか？

木村プロジェクトリーダー：　本人がよ

く言っていたのは、「みんなが毎日挨拶

してくれるので働きやすい」ということ

でした。特別なことではないのですが、

そういう日常的な関わりが安心感につ

ながっていたようです。就業率は98％

と非常に高く、欠勤もほとんどありませ

ん。

森社長：　船釣りイベント後に釣りが好

きになって、「次の釣りを楽しみに仕事

を頑張っている」という話もしていまし

た。仕事だけではなく、“職場の仲間と

して受け入れられている”という感覚も

あったのではないかと思います。

	■ 外部支援は活用されましたか？

木村プロジェクトリーダー：　東京しご

と財団の「ナビゲート事業」を活用しま

した。（※27ページに詳細記載）年に

数回実施される面談会に参加し、約30

名の障がい者の方と順番に15分ほど面

談します。そこで障がい区分「精神障害

３等級、うつ病」の方とマッチングしま

した。

　一週間のトライアル雇用、採用後、正

社員登用後と、専門スタッフによる定着

支援が本当に心強かったです。定期面談

やナビゲーター及び就労移行支援機関の

スタッフの存在がなければ、ここまでス

ムーズには進まなかったと思います。

	■ 今後の課題はありますか。

鳴澤本部長：　一番難しいのは、「配

慮」と「特別扱い」の線引きだと思いま

す。障がいのある社員には体調面や業務
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理解の面で配慮が必要です。しかし一方

で、同じ職場で働く以上、周囲の社員と

の公平感も大切にしなければなりませ

ん。

森社長：　八王子工場での採用の後、縁

あって社員の身内の方で障がいがある方

を本社に採用しましたが、障がい者雇用

は、本人だけでなく“支える側”のケアも

必要だと感じています。特に精神障がい

の場合、指導する側が疲弊してしまう

ケースもあります。だから、一人で抱え

込ませない体制が大事だと思っていま

す。

	■ 今後の展望について教えてください。

木村プロジェクトリーダー：　現在は、

うつ病1名、双極性障害1名（時短勤

務）の計1.5名を雇用しています。2027

年までに、もう1名の採用を計画してい

ます。

　ただ、法定雇用率ありきではありませ

ん。「ご縁があれば、一緒に働きたい」

という考え方です。

	■ 最後に、同業他社へメッセージをお願

いします。

木村プロジェクトリーダー：　これから

取り組む企業には、ぜひ公的支援機関を

活用してほしいです。そして、数字だけ

ではなく、「一緒に働く」という視点を

大切にしてほしいと思います。

森社長：　障がい者雇用は、“特別なこ

と”ではないと思っています。結局、人

それぞれ特性が違うだけなので、障がい

があるかないかではなく、「この人がど

うしたら働きやすいか」を考えること

が、本来のマネジメントなんじゃないで

しょうか。

❀　❀　❀

今回のインタビューを通じて、株式会

社ハチオウ様の「人を大切にする経営」

を深く感じました。朝礼では、社員全員

が経営理念や経営方針を唱和し、その考

え方を日々の業務の中で実践されていま

した。

障がい者雇用も特別な取組ではなく、

一人ひとりの特性を理解し、必要な支援

を行いながら共に働くこと。その積み重

ねが職場風土を育み、誰もが働きやすい

環境づくりにつながっていることを実感

しました。

最後になりましたが、ご多忙の中、長

時間にわたりインタビューにご協力くだ

さいました皆さまに、心より感謝申し上

げます。

1人一冊配布される経営理念や経営方針などの
ルールブック

優しい社会に向けた会員企業の取組

株式会社 晴栄運送
代表取締役　 谷 口  良

東京都知事　　産業廃棄物収集・運搬 （積替え保管を除く。）
〔	汚泥（脱水後のものに限る。）、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック類、紙くず、木く

ず、繊維くず、動植物性残さ、金属くず、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず、 
がれき類

 （石綿含有産業廃棄物を含む。） （水銀使用製品産業廃棄物を含む。）  〕

埼玉県知事　　産業廃棄物処分業　中間処理　破砕／圧縮梱包

〒 123-0852	 東京都足立区関原１－５－３１
☎  ０３（３８８９）５４２６

※東京都内の許可以外は、主な許可内容のみご紹介しております。

【参考】公益社団法人東京しごと財団「障害者雇用ナビゲート事業」
株式会社ハチオウ様が活用された「障害者雇用ナビゲート事業」は、公益財団法

人東京しごと財団が実施する中小企業向け支援事業です。障害者雇用の経験がない、
または障害者雇用に不安を抱える企業に対し、採用前の準備段階から採用活動、職場
定着までを一貫して支援しています。

主な支援内容は以下のとおりです。
■ 障害者雇用コース

障害者雇用を検討している中小企業等を対象に、採用計画の策定、職場環境整備、
採用支援、定着支援までを専門スタッフが継続的にサポートします。

■ テレワーク導入コース
障害者のテレワーク雇用を検討している中小企業等を対象に、導入準備から運用・定

着までを支援します。
ハチオウ様では、本事業を活用し、合同面接会への参加や採用後の定着支援、ナビゲー

ターや就労移行支援機関のスタッフによるフォローアップなどの支
援を受けながら、障がい者雇用を進められています。

 
「障害者雇用ナビゲート事業のご案内パンフレット」はこちらから→

優しい社会に向けた会員企業の取組



28 第 43巻第 5号　通巻第 431 号 29とうきょうさんぱい　令和 8年 8月 1日号

ここ数年、毎年賃上げを行い待遇の改善を図ってきましたが、他の会社の

手取り額が多いなどの情報から今月も社員が退職しました。給与面はもちろ

ん重要ですが、社員から長く働き続けたいと思われる会社にするための法令や制度等

について教えてください。

 Ａ１ 	 治療と就業の両立支援について（厚生労働省：「治療と就業の両立支援指針」より）

令和８年４月１日から労働施策総合推進法の改正により、職場における治療と就

業の両立支援の取組が事業主の努力義務になりました。深刻な少子高齢化と人口減

少に直面する我が国において、貴重な労働者の一人一人が、心身の健康を確保し、

生きがいを持ってその能力を最大限発揮することができる環境を整備していくこと

が必要となっています。

１　治療と就業の両立支援の趣旨

（１）職場において疾病を抱える労働者の増加

現状、高齢者の就労の増加等を背景に、何らかの疾病により通院しながら働く労

働者の割合は年々上昇しており、職場において疾病を抱える労働者の治療と就業の

両立への対応が必要となる場面は更に増えることが予想されます。

（２）就労可能な状況の変化

医療技術の進歩等により、がん等の疾病においても「長く付き合う病気」に変化

しており、労働者が疾病にり患利した場合でも、すぐに離職しなければならないと

いう状況は必ずしも当てはまらなくなっています。【図１】

今 井 正 美
社会保険労務士

「人にやさしい会社づくり」に係わる

法令等について

しかし、疾病を抱える労働者の中には、疾病に対する労働者自身の理解の不足や

職場の理解・支援体制が不十分であることにより、離職に至ってしまう場合や、業

務上の理由で適切に治療を受けられない場合もみられます。

２　労働安全衛生法との関係

労働安全衛生法では、第 64 条から第 71 条において、作業環境測定、作業管理や

作業時間の制限、健康診断やストレスチェック（労働者数 50 人未満の事業所も令

和 10 年 4 月 1 日より義務化）の実施、健康教育等「健康の保持増進のための措置」

を定めています。

３　治療と就業の両立支援を行うための「環境整備」について

（１）事業主による基本方針の表明等と労働者への周知

事業主として、治療と就業の両立支援に取り組むに当たっての基本方針や具体的

な対応方法等の事業場内ルールを作成し、当事者やその同僚となり得る全ての労働

者（以下「全ての労働者」という。）に周知することで、治療と就業の両立支援の必

要性や意義を共有し、治療と就業の両立を実現しやすい職場風土を醸成する。

（２）研修等による意識啓発

治療と就業の両立支援を円滑に実施するため、全ての労働者及び管理職に対して、

治療と就業の両立支援に関する研修等を通じた意識啓発を行う。

（３）相談窓口等の明確化

治療と就業の両立支援は、労働者からの申出を原則とすることから、労働者が安

心して相談や申出を行えるよう、相談窓口や申出が行われた場合の当該情報の取扱

い等を明確にする。

＜ 仕事を持ちながらがんで通院している者＞（令和４年国民生活基礎調査に基づく推計）

【図１】
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（４）社内制度の整備

事業主が自主的に設ける休暇制度、勤務制度について、各事業場の実情に応じて

導入し、治療のための配慮を行うことが望ましい。

①	 休暇制度

ア　時間単位の年次有給休暇

労使協定の締結により、１時間単位で付与することが可能となる（年５日の範囲内）。

イ　傷病休暇、病気休暇

入院や通院のために、年次有給休暇とは別に休暇を付与するもの。取得条件や取得

中の処遇（賃金の支払いの有無等）等は事業場ごとに異なる。

②	 勤務制度

ア　時差出勤制度

始業及び終業の時刻を変更することにより、身体に負担のかかる通勤時間帯を避け

て通勤するといった対応が可能となる。

イ　短時間勤務制度

療養中又は療養後の負担を軽減すること等を目的として、所定労働時間を短縮する

制度。

ウ　在宅勤務制度

パソコン等の情報通信機器を活用した場所にとらわれない柔軟な働き方（テレワーク）

により、自宅で勤務することで通勤による身体への負担を軽減することが可能

となる。事業場ごとに規定等を定めて「在宅勤務の位置付け」をルール化して

おくことが必要。

エ　試し出勤制度　

長期間にわたり休業していた労働者の円滑な職場復帰を支援するために、勤務時間

や勤務日数を短縮した試し出勤等を行うもの。

４　治療と就業の両立支援の進め方

労働者自身や会社の状況により様々なケースが考えられるため、本指針掲載の事

例を参照

（参考）※治療と仕事の両立支援ナビ　（厚生労働省ホームページ）

 Ａ２ 	　障害者雇用の促進について（厚生労働省パンフレット「障害者雇用のご案内」
より）

障害者雇用促法第５条では、事業主の責務として「すべての事業主は、障害者の

雇用に関し、社会連帯の理念に基づき、障害者である労働者が有為な職業人として

自立しようとする努力に対して協力する責務を有するものであって、その有する能

力を正当に評価し、適当な雇用の場を与えるとともに適正な雇用管理並びに職業能

力の開発及び向上に関する措置を行うことにより、その雇用の安定を図るように努

めなければならない」とされております。

１　障害者雇用の状況

（１）	 民間企業に雇用されている障害者の数は７０.５万人となり、２２年連続で過去最高を
更新し、障害者の雇用は着実に進展しています。

（２）	 実雇用率（常用雇用労働者に占める、障害者である労働者の数）は２.４１％、障害者
雇用率達成企業の割合は４６.０％となっています。（令和７年６月１日現在）

２　障害者雇用率の引き上げ（令和８年７月）

（１）法定雇用率等

令和 8 年 7 月より、民間企業の法定雇用率は 2.5％から 2.7％に、対象事業主の

範囲は 40.0 人以上から 37.5 人以上になります。（例 :150 人の企業の場合、4 人以上）

（２）対象事業主の義務

①	 毎年６月１日時点での障害者雇用状況のハローワークへの報告

②	 障害者の雇用の促進と継続を図るための「障害者雇用推進者」の選任（努力義務）
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３　障害者雇用納付金制度

障害者の雇用に関する事業主の社会連帯の責務を果たしていくため、法定雇用率

を満たしていない事業主から納付金を徴収する一方、障害者を多く雇用している事

業主に対しては調整金、報奨金や各種の助成金を支給しています。

常用雇用労働者 100 人超の事業主は、毎年度、納付金の申告が必要で、法定雇用

率を下回る場合は納付金を納付し、上回る場合は、申請に基づき調整金が支給され

ます。

４　障害者の算定方法（「令和８年度　障害者雇用納付金制度　申告申請書記入説明書」

より）

５　合理的配慮の提供について

令和６年４月１日から「障害者差別解消法」に基づき、障害のある人への合理的

配慮の提供が義務化されています。この法律では、行政機関や事業者に対して、障

害のある方への障害を理由とする「不当な差別的取扱い」を禁止するとともに、障

害のある人から申し出があった場合に、負担が重すぎない範囲で障害者の求めに応

じ合理的配慮をするものとしています。

（１）合理的配慮の範囲

①	 必要とされる範囲で、本来の業務に付随するものに限られること。

②	 障害のない人との比較において、同等の機会の提供を受けるためのものであること。

③	 事務・事業の目的、内容、機能の本質的な変更には及ばないこと。

（２）「過度な負担」の判断

①	 事務・事業への影響の程度

②	 実現可能性（物理的・技術的制約、人的・体制上の制約）の程度

③	 費用負担の程度

④	 事務・事業規模

※	当分の間の措置として、精神障害者である短時間労働者は、雇入れの日からの期間等にかかわらず、
１人をもって１人とみなすこととしています。

週所定労働時間 30 時間以上 20 時間以上
30 時間未満

10 時間以上
20 時間未満

身体障害者（人） １ 0.5 －
重度 ２ １ 0.5

知的障害者（人） １ 0.5 －
重度 ２ １ 0.5

精神障害者（人） １ １※ 0.5

令和 6 年 4 月以降、週所定労働
時間が 10 時間以上 20 時間未満の
重度の身体・知的障害者及び精神
障害者についても、雇用率の算定
対象となります。

⑤	 財政・財務状況

※	 合理的配慮の内容は、障害の特性やそれぞれの場面、状況に応じて異なり、また、

障害のある人への対応が「不当な差別的取扱い」に該当するかどうかも、個別

の場面ごとに判断する必要があります。

（３）相談・支援機関

①	 ハローワーク

②	 地域障害者職業センター

③	 障害者就業・生活支援センター

④	 地方自治体における雇用・就業支援（例：東京都しごと財団等）

６　東京都産業資源循環協会会員における障害者雇用の参考事例

機関誌：「優しい社会に向けた会員企業の取組」

	○ 	第４０４号・第４０６号	 株式会社	調布清掃

	○ 	第４０９号・第４１０号	 株式会社	トベ商事

	○ 	第４３１号（本号）	 株式会社	ハチオウ
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最近、電子ドラムを購入した。
中学時代からバンドでドラムをやってい

る。相当入れ込んで大学時代にはアマチュ
アバンドのコンテストである East West で
優勝したこともある。
「なまドラム」ももっている。YAMAHA

の YD-9000 スティーブ・ガッドモデルだ。
洋楽のフュージョンなどを聞く方はご存じ
の世界的ドラマーだ。
「なまドラム」は到底自宅では演奏でき

ない。とてつもなく爆音だからだ。そのた
め、自宅で叩ける電子ドラムの購入を十
年ほど検討していた。

しかし自宅にはドラムを置く場所がな
い。当然、妻は「反対！」。それでも今回
購入できたのは、娘の結婚式で演奏する
という大義名分があったからだ。娘の音楽
大学友人のサックス９重奏に入って Earth 
Wind ＆ Fire の September などを演奏し
た。ラテン・アレンジだったので、タムに
ティンバレスなどをアサインしてパーカッ
ションのぶんも演奏した。

さて、どこでドラムを練習したか。写真
のとおりである。和室の居間！！

いまのところ文句はでてないが、さすが
に無理がある。練習するときだけ組み立
てて普段は隣室にしまうことにした。音は
ヘッドフォンで聞く。実際にはカタカタと
打面を叩く音がするが、外に出て聞いてみ
ても、まあ許容範囲かな。土日の日中１～
２時間だけにしている。

普通の方はあまりご存じないが、なまド
ラムの音は演奏者側と観客側でかなり違

う。音楽 CD などで皆さんが聞く音は演奏
者側で打面の音をマイクで録音したもの
だ。小さな会場では太鼓の裏面の倍音が
目立ちあまりきれいに聞こえない。さらに、
なまドラムの音は爆音なので、力をセーブ
して静かに叩かなければならない。手足
が委縮してあまりいいプレイができない。
しかし電子ドラムならＣＤのような最上の
音を小さめにだすことで思いっきりプレイ
できる。

結婚式の演奏は好評だったが、私とし
てはイマイチで満足していない。今後は
週末に練習し腕をあげたい。パソコンのＤ
ＡＷソフトで曲作りもしたい。しかしそれ
には置き場所が…。自宅を建て替えスタ
ジオをつくるのが夢です。
（東京都産業資源循環協会 
 	 専務理事　鈴木 研二）

居間でドラム！？

電子ドラム

葛西臨海公園

表紙の言葉
●今月の写真：  ［防災公園］葛

かさいりんかい

西臨海公園（江戸川区）

所在地：	 江戸川区臨海町六丁目
アクセス：	 JR 京葉線・武蔵野線「葛西臨海公園」下車　徒歩 1 分

●参照：	（公財）東京都公園協会HPほか
●撮影者： 塩沢 美樹（機関誌編集担当）

（令和 8 年 7 月 8 日現在）

月 日 曜日 行事予定 備考

8

6 木 医療廃棄物委員会　１５：００～ 協会会議室

7 金 全産連；青年部協議会 関東ブロック幹事会　１５：００～１７：００ 当協会会議室

12 水 広報委員会　１０：００～ 協会会議室

20 木 女性部　幹事会　１５：００～ 協会会議室

26 水 中間処理委員会
　「再生資源化事業等高度化法」勉強会　１５：００～１７：００ 協会会議室

9

2 水 東京しごと財団　業界別人材確保支援事業　第２回セミナー
　１４：００～１６：３０

fabbit 会議室 丸の内
（千代田区）

4 金 青年部　幹事会　１５：００～ 協会会議室

9 水
広報委員会　１０：００～ 協会会議室

三役会議　／　常任理事会　／　第１１０回理事会 協会会議室

10 木 全産連；青年部協議会 関東ブロック幹事会　１５：００～１７：００ 当協会会議室

11 金 医療廃棄物委員会　医療廃棄物合同懇談会（静岡県協会主催） （静岡市）

15 火 安全衛生推進委員会　１５：００～ 協会会議室

17 木 女性部　幹事会　１５：００～ 協会会議室

18 金 収集運搬委員会　研修会　１４：００～ エッサム本社ビル（千代田区）

28 月 人材確保プロジェクト　１４：００～ 協会会議室

葛西臨海公園駅からすぐの広大な公園です。観覧車のまわりに広がる40,000本、3種
類のひまわりを見に行きました。この中に「復興ひまわり」と呼ばれるひまわりがあり
ます。阪神・淡路大震災で亡くなった少女（はるかさん）の自宅跡に咲いたひまわりが
ルーツで「はるかのひまわり」として全国に広がりま
した。葛西臨海公園では東日本大震災の復興支援活動
（福島ひまわり里親プロジェクト）の一環としても種が
配布されており、公園近隣の小学生や保育園児たちが
種をまいて育てているそうです。
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第 43 巻 第 5 号 通 巻 第 431 号
令和 8年 8月 1日発行

今年は例年にない猛暑が続いてお
りますが、皆様お変わりなくお過ご
しでしょうか。

ようやく梅雨の長雨が明けたもの
の、これだけ厳しい暑さが続きます
と、生花を飾ってもすぐに枯れてし
まうのが悩みの種です。そこで、夏
場でも手軽に涼やかな彩りを楽しめ
るものとして、指先のトレーニング
や気分転換も兼ね、紙で花を形作る
ペーパーフラワー作りに挑戦しまし
た。

一般的にペーパーフラワーといえ
ば薄いお花紙を使用したものを思い
浮かべますが、今回は色画用紙など
を用いて、より本物に近い質感の造
花のように作るにあたって適した紙
を調べてみたところ、想像以上に奥

深い世界がありました。
一口に「色紙」と言ってもその種類は実に

膨大で、先日、実際に紙のサンプルを見に足
を運んだところ、その多様さにすっかり圧倒
されてしまいました。メーカーによる色合い
のわずかな違いはもとより、同一製品であっ
ても製造ロットによって絶妙にニュアンスが
変わる話も店員の方から伺いました。さらに、
紙の銘柄も多種多様です。「ヴァンヌーボ」や

「ミランダ」といった名前からは想像もつかな
い紙から、織物と同じ名前の「ジャガード」、
質感の分かりやすい「オフメタル」や「ハイ
チェック」まで多種多様に及び、あれこれと
見比べるうちにすっかり目移りしてしまいま
したが、モノづくりの楽しさはもとより、最
適な紙を模索し、選び出すプロセスそのもの
にも大きな魅力があるのだと、新鮮な気付き
を得る良い経験となりました。

まだまだ厳しい暑さが続きますが、皆様に
おかれましてもどうぞご自愛いただき、健や
かにお過ごしください。

今号では、新任役員の皆さまの抱
負、新入会員との懇談会、各委員会
の活動報告、そして人材確保や安全
衛生、法改正への対応など、今月も
協会の活発な活動状況を多角的にお
届けしました。誌面を通して感じら
れたのは、循環型社会の実現に向け
た各社の真摯な取組と、変化の大き
い時代を前向きに進もうとする力強
い姿です。

特に印象的だったのは、新入会員の皆さま
の言葉です。AI によるスクラップ判定や遠隔
操作建機など、技術革新の最前線に立つ企業
から、外国人材の受け入れ支援を行う組合ま
で、協会会員層の裾野が確実に広がっている
ことを実感しました。懇談会で交わされた「現
場の課題を共有し、共に学びたい」という声は、
協会の存在意義そのものを改めて感じさせる
もので、会員の皆さまからのこうした声こそ
が業界の未来を形づくっていくのだと感じま
す。

また、ハチオウの障がい者雇用の取組では、
働く人の幸せを目的に、優しい社会に向けた
経営のあり方や働く場の考え方等について、
一つの事例として丁寧に伝えられています。
特性を理解し、寄り添い、共に働く。その積
み重ねが職場の風土を育て、誰もが安心して
働ける環境につながることが共有できればと
思います。

猛暑の続く季節ですが、会員の皆さまが安
全に、そして前向きに業務に取り組めるよう、
協会としても情報発信に努めてまいります。
次号も、皆さまの日々の仕事にそっと寄り添
える誌面づくりを目指します。	 （森）
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副 会 長

株式会社 五十嵐商会
代 表 取 締 役 五 十 嵐 和 代

東 京 都 練 馬 区 谷 原 ６ − ２ ４ − ８

電 話 0 3 − 3 9 2 2 − 7 5 4 7

副 会 長

加藤商事 株式会社
代 表 取 締 役 
社 長 加 藤 宣 行

東 京 都 東 村 山 市 恩 多 町 １ − １ ２ − ３

電 話 0 4 2 − 3 9 2 − 1 0 0 1

会 長

株式会社 京葉興業
代 表 取 締 役 鈴 木 宏 和

東 京 都 江 戸 川 区 篠 崎 町 １ − ２ − ６

電 話 0 3 − 3 6 7 8 − 0 1 1 1

常 任 理 事

大谷清運 株式会社
代 表 取 締 役 二 木 玲 子

東 京 都 葛 飾 区 水 元 １ − ３ − １ ３

電 話 0 3 − 3 6 0 0 − 5 5 6 1

副 会 長

成友興業 株式会社
代 表 取 締 役 細 沼 順 人

東 京 都 あ き る 野 市 草 花 １ １ ４ １ − １

電 話 0 4 2 − 5 5 8 − 4 1 1 1

常 任 理 事

東京ボード工業 株式会社
代 表 取 締 役 
社 長 井 上 弘 之

東 京 都 江 東 区 新 木 場 ２ − １ １ − １

電 話 0 3 − 3 5 2 2 − 4 1 3 9

理 事

株式会社 太陽油化
代 表 取 締 役 石 田 太 平

東 京 都 板 橋 区 三 園 ２ − １ ２ − ２

電 話 0 3 − 3 9 3 8 − 0 0 2 2

理 事

株式会社 東京スタンドサービス
代 表 取 締 役 有 吉 嘉 一 郎

東 京 都 三 鷹 市 新 川 ２ − １ ４ − ２ ５

電 話 0 4 2 2 − 4 6 − 2 4 9 4

常 任 理 事

株式会社 ハチオウ
代 表 取 締 役
社 長 森 　 雅 裕
東 京 都 千 代 田 区 神 田 富 山 町 ５ − １

神田ビジネスキューブ５Ｆ

電 話 0 3 − 3 8 3 7 − 8 0 8 0

理 事

東港金属 株式会社
代 表 取 締 役 福 田 　 隆

東 京 都 大 田 区 京 浜 島 ２ ー ２ ０ − ４

電 話 0 3 − 3 7 9 0 − 1 7 5 1

副 会 長

高俊興業 株式会社
代 表 取 締 役 
社 長 高 橋 　 潤

東 京 都 中 野 区 新 井 １ − １ １ − ２

電 話 0 3 − 3 3 8 9 − 8 1 1 1

理 事

株式会社 都市環境エンジニアリング
代 表 取 締 役 
社 長 新 川 　 研
東 京 都 江 東 区 東 陽 ２ − ４ − １ ４

　三井ウッディビル５F

電 話 0 3 − 5 6 3 9 − 0 7 4 0



38 第 43巻第 5号　通巻第 431 号 39とうきょうさんぱい　令和 8年 8月 1日号

正 会 員

株式会社 ＩW Ｄ
代 表 取 締 役 杉 山 　 孝

神 奈 川 県 海 老 名 市 大 谷 北 ２ − １ − ４ ６

電 話 0 4 6 − 2 3 5 − 6 0 0 0

正 会 員

有限会社 アーク
代 表 取 締 役 志 賀 教 夫

埼 玉 県 吉 川 市 保 １ − ４ − ７

電 話 0 4 8 − 9 8 4 − 7 9 8 7

正 会 員

株式会社 アーバンサービス
代 表 取 締 役 
社 長 赤 羽 正 光

神 奈 川 県 横 浜 市 中 区 弁 天 通 ６ − ８ ５

電 話 0 4 5 − 6 2 8 − 7 8 8 8

正 会 員

相田化学工業 株式会社
代 表 取 締 役 相 田 英 則

東 京 都 府 中 市 南 町 ６ − １ ５ − １ ３

電 話 0 4 2 − 3 6 8 − 6 3 1 1

正 会 員

株式会社 アクアホーム
代 表 取 締 役 安 保 貴 史

東 京 都 武 蔵 野 市 吉 祥 寺 本 町 １ − １ ０ − ７

電 話 0 4 2 2 − 2 7 − 6 2 7 9

理 事

丸順商事 有限会社
代 表 取 締 役 矢 部 　 要

東 京 都 羽 村 市 富 士 見 平 ２ − １ − １ ４

電 話 0 4 2 − 5 5 4 − 2 2 2 9

理 事

比留間運送 株式会社
代 表 取 締 役 比 留 間 宏 明

東 京 都 武 蔵 村 山 市 中 央 ２ − １ ３ ３ − １

電 話 0 1 2 0 − 5 3 8 3 − 5 0

正 会 員

株式会社 朝田商會
代 表 取 締 役 真 田 一 伸

東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 ３ − ４ − １

電 話 0 3 − 3 2 1 3 − 9 4 5 1

理 事

株式会社 昌和プラント
代 表 取 締 役 廣 木 直 江

神奈川県横浜市中区万代町２−３−１

電 話
神 奈 川 県 愛 甲 郡 愛 川 町 中 津 ６ ９ ５ ７

本 社

厚木工場
0 4 6 − 2 8 5 − 8 1 1 1

電 話 0 4 5 − 6 8 1 − 9 0 2 7

監 事

日栄産業 株式会社
代 表 取 締 役 
社 長 吉 本 花 子

東 京 都 大 田 区 京 浜 島 ３ − ５ − ２

電 話 0 3 − 3 7 9 0 − 7 4 0 0

理 事

株式会社 リスト
代 表 取 締 役 遠 藤 重 雄

東 京 都 国 立 市 矢 川 ３ − ２ ３ − １ １

電 話 0 4 2 − 5 7 2 − 1 3 0 0

監 事

株式会社 三凌商事
代 表 取 締 役 
社 長 古 舘 茂 俊

東 京 都 町 田 市 木 曽 東 １ − ３ ４ − ６

電 話 0 4 2 − 7 2 6 − 2 6 4 7

正 会 員

株式会社 一不二総業
代 表 取 締 役 中 川 貴 喜
東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 ４ − ６ − １ ３

　　　　　ニュー九段マンション３０４

電 話 0 3 − 5 2 2 6 − 5 0 5 7

正 会 員

株式会社 ウチダ
代 表 取 締 役 内 田 一 二 三

埼 玉 県 ふ じ み 野 市 駒 林 １ ８

電 話 0 4 9 − 2 6 3 − 9 7 7 7

正 会 員

株式会社 市川環境エンジニアリング
代 表 取 締 役 
社 長 岩 楯 　 保

千 葉 県 市 川 市 田 尻 ２ − １ １ − ２ ５

電 話 0 4 7 − 3 7 6 − 1 7 1 1

正 会 員

株式会社 アルフォ
代 表 取 締 役
社 長 熊 木 　 浩

東 京 都 港 区 赤 坂 ２ − ５ − ４ 赤 坂 室 町 ビ ル

電 話 0 3 − 4 2 3 2 − 5 6 7 3

正 会 員

株式会社 アンカーネットワークサービス
代 表 取 締 役 
C E O 碇 　 隆 司

東 京 都 葛 飾 区 新 宿 ３ − ９ − １ ５

電 話 0 3 − 3 6 0 0 − 5 8 7 3

正 会 員

栄和清運 株式会社
代 表 取 締 役 花 形 匡 晃

東 京 都 杉 並 区 堀 ノ 内 ２ − １ １ − ３ ２

電 話 0 3 − 3 3 1 7 − 2 2 8 1

正 会 員

浦野産業 株式会社
代 表 取 締 役 浦 野 太 嗣

東 京 都 あ き る 野 市 原 小 宮 ２ − ３ − ３ ６

電 話 0 4 2 − 5 5 8 − 9 5 6 3

正 会 員

市川燃料チップ 株式会社
代 表 取 締 役 彦 坂 裕 一

東 京 都 江 戸 川 区 平 井 ３ − ２ ３ − １ ７

電 話 0 3 − 3 6 3 6 − 3 2 8 0

正 会 員

永和鉄鋼 株式会社
代 表 取 締 役 永 井 　 健

東 京 都 西 多 摩 郡 瑞 穂 町 長 岡 ３ − ６ − ９

電 話 0 4 2 − 5 5 6 − 2 1 2 1

正 会 員

有明興業 株式会社
代 表 取 締 役 松 岡 和 人

東 京 都 江 東 区 若 洲 ２ − ８ − ２ ５

電 話 0 3 − 3 5 2 2 − 1 9 1 1

正 会 員

有限会社 アベマキ
代 表 取 締 役 阿 部 真 樹

東 京 都 足 立 区 東 和 ２ − ２ ４ − １ ７

電 話 0 3 − 5 6 9 7 − 6 6 4 2

正 会 員

アトラス商事 株式会社
代 表 取 締 役 上 田 　 淳

神 奈 川 県 川 崎 市 宮 前 区 小 台 ２ − １ ６ − ２

電 話 0 4 4 − 7 5 0 − 9 2 9 5
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正 会 員

株式会社 大空リサイクルセンター
代 表 取 締 役 和 田 敏 之

東 京 都 武 蔵 村 山 市 伊 奈 平 ５ − ４ ３ − ６

電 話 0 4 2 − 5 6 0 − 5 7 1 7

正 会 員

株式会社 エコ・クリーン
代 表 取 締 役 霜 鳥 純 昭

東 京 都 足 立 区 西 新 井 ４ − ３ １ − ５

電 話 0 3 − 5 8 7 9 − 2 9 3 4

正 会 員

株式会社 エコ・ファクトリー
代 表 取 締 役 有 田 一 成

東 京 都 稲 城 市 大 丸 １ ４ ３ ４ − ３

電 話 0 4 2 − 3 7 9 − 0 0 1 3

正 会 員

オーエム通商 株式会社
代 表 取 締 役 岡 村 睦 夫

東 京 都 八 王 子 市 小 津 町 １ ０ ６ − １

電 話 0 4 2 − 6 5 1 − 2 7 1 7

正 会 員

大久保興業 株式会社
代 表 取 締 役 大 久 保　 憲

東 京 都 府 中 市 南 町 ２ − ３ ８ − ８

電 話 0 4 2 − 3 5 1 − 3 3 3 3

正 会 員

株式会社 遠藤商会
代 表 取 締 役 遠 藤 孝 一

東 京 都 小 平 市 小 川 町 ２ − ２ ０ ４ ５ − ３

電 話 0 4 2 − 3 4 4 − 5 9 5 7

正 会 員

株式会社 エバーグリーンライン
代 表 取 締 役 比 嘉 良 弘

神 奈 川 県 川 崎 市 川 崎 区 貝 塚 １ − １ − ５

電 話 0 4 4 − 2 2 1 − 6 5 7 0

正 会 員

ＮＫリサイクル 株式会社
代 表 取 締 役
社 長 小 橋 克 史

東京都西多摩郡瑞穂町大字二本木字東樽ノ口４２９−１

電 話 0 4 2 − 5 5 7 − 7 5 5 8

正 会 員

エコロジャパン 株式会社
代 表 取 締 役 湯 田 隆 宏

事 業 部　 埼 玉 県 草 加 市 柳 島 町 ８ ３ ０ − １

電 話 0 4 8 − 9 2 9 − 8 2 2 1

正 会 員

エコシステムジャパン 株式会社
代 表 取 締 役 辻 本 健 二

東 京 都 千 代 田 区 外 神 田 ４ − １ ４ − １

電 話 0 3 − 6 8 4 7 − 7 0 1 0

正 会 員

エスジー 株式会社
代 表 取 締 役 塩 貝 　 大

東 京 都 足 立 区 宮 城 １ − ６ − １ ５

電 話 0 3 − 3 9 1 9 − 3 3 0 1

正 会 員

栄和リサイクル 株式会社
代 表 取 締 役 相 澤 　 淳
東 京 都 千 代 田 区 麹 町 ３ − ７ − ４

　　　　　秩父屋ビル 3 Ｆ

電 話 0 3 − 6 6 2 5 − 2 1 7 0

正 会 員

有限会社 金井商会
代 表 取 締 役 横 山 　 茂

東 京 都 町 田 市 金 井 町 ２ ５ ６ ３

電 話 0 4 2 − 7 3 5 − 5 6 7 7

正 会 員

株式会社 カネダ
代 表 取 締 役 
社 長 金 田 　 隆

東 京 都 大 田 区 本 羽 田 １ − ２ ６ − １ ６

電 話 0 3 − 3 7 4 2 − 2 1 6 1

正 会 員

株式会社 要興業
代 表 取 締 役 村 木 宣 彦

東 京 都 豊 島 区 池 袋 ２ − １ ４ − ８ 池 袋 NS ビ ル

電 話 0 3 − 3 9 8 6 − 5 3 4 1

東証スタンダード上場

正 会 員

株式会社 加藤商事
代 表 取 締 役 加 藤 愼 次 郎

東 京 都 狛 江 市 東 野 川 ２ − １ ４ − ２

電 話 0 3 − 3 4 8 0 − 5 1 1 1

正 会 員

鹿島環境エンジニアリング 株式会社
代 表 取 締 役 
社 長 新 川 隆 夫

東 京 都 港 区 元 赤 坂 １ − ５ − ３ １ 新 井 ビ ル

電 話 0 3 − 3 7 4 6 − 7 6 8 1

正 会 員

株式会社 小野組
代 表 取 締 役 松 本 辰 朗

東 京 都 江 戸 川 区 東 小 松 川 ３ − ２ ６ − ７

電 話 0 3 − 3 6 5 4 − 7 3 6 7

正 会 員

株式会社 オネスト
代 表 取 締 役 矢 作 将 彦

東 京 都 江 東 区 新 木 場 ４ − ３ — ２ ６

電 話 0 3 − 3 5 2 2 − 5 3 0 0

正 会 員

有限会社 小作物産
代 表 取 締 役 小 作 洋 介

東 京 都 羽 村 市 羽 加 美 ３ − ５ − ２ ５

電 話 0 4 2 − 5 5 4 − 2 3 3 2

正 会 員

株式会社 カネテツ
代 表 取 締 役 阿 部 正 二

東 京 都 足 立 区 入 谷 ９ − ５ − １ ０

電 話 0 3 − 3 8 9 9 − 1 1 0 0

正 会 員

株式会社 川上商店
代 表 取 締 役 
社 長 有 田 一 成

東 京 都 稲 城 市 大 丸 １ ４ ６ ２ − ２

電 話 0 4 2 − 3 7 9 − 0 0 1 1

正 会 員

株式会社 カワサキ商会
代 表 取 締 役 川 﨑 秀 樹

千 葉 県 市 川 市 日 之 出 ２ １ − １ − ６ ４ ３

電 話 0 4 7 − 3 6 9 − 6 1 2 6

正 会 員

オオノ開發 株式会社  東京支店
サ ス テ ナ ブ ル 事 業 本 部
環 境 営 業 部
次 長 川 口 真 奈 美
東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 １ − ６ − １

丸の内センタービルディング 4F

電 話 0 3 − 6 2 0 5 − 7 2 9 1
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正 会 員

株式会社 クレハ環境
代 表 取 締 役 
社 長 並 川 昌 弘

福 島 県 い わ き 市 錦 町 四 反 田 ３ ０ 番 地

電 話 0 2 4 6 − 6 3 − 1 2 3 1

正 会 員

株式会社 グローブ産業
代 表 取 締 役 砂 本 一 也

東 京 都 足 立 区 小 台 １ − ２ ３ − ９

電 話 0 3 − 5 2 8 4 − 8 0 0 4

正 会 員

株式会社 環境技研
代 表 取 締 役 能 登 祥 文

東 京 都 板 橋 区 板 橋 ４ − １ ２ − １ ７

電 話 0 3 − 3 9 6 2 − 1 7 7 1

正 会 員

株式会社 環境システムサービス
代 表 取 締 役 加 藤 愼 次 郎

東 京 都 八 王 子 市 横 川 町 １ ０ ７ ６

電 話 0 4 2 − 6 2 5 − 8 1 2 0

正 会 員

株式会社 環境整備
代 表 取 締 役 廣 田 健 史

東 京 都 墨 田 区 横 川 ３ − ９ − ３

電 話 0 3 − 3 6 2 2 − 3 0 8 1

正 会 員

クリーンサービス 株式会社
代 表 取 締 役 佐 藤 高 紀

東 京 都 清 瀬 市 旭 が 丘 ２ − ３ ３ ６ − １

電 話 0 4 2 − 4 9 1 − 9 8 8 8

正 会 員

株式会社 環境テコム
代 表 取 締 役 高 橋 俊 夫

東 京 都 板 橋 区 仲 宿 ２ ７ − ３

電 話 0 3 − 5 9 4 3 − 2 0 2 0

正 会 員

株式会社 木下フレンド
代 表 取 締 役 木 下 公 次

埼 玉 県 所 沢 市 東 所 沢 和 田 ３ − １ − １ ０

電 話 0 4 − 2 9 4 4 − 3 7 3 7

正 会 員

株式会社 クマクラ
代 表 取 締 役 
社 長 熊 倉 　 毅

埼 玉 県 新 座 市 畑 中 ３ − １ − ５

電 話 0 4 8 − 4 7 9 − 0 3 9 1

正 会 員

株式会社 グーン
代 表 取 締 役 
会 長 兼 社 長 藤 枝 慎 治

神 奈 川 県 横 浜 市 金 沢 区 鳥 浜 町 １ ７ − ３

電 話 0 4 5 − 7 6 9 − 2 5 2 6

正 会 員

有限会社 峡南環境サービス
代 表 取 締 役 河 澄 秋 芳

山 梨 県 南 ア ル プ ス 市 戸 田 ９ １ ６ − １ ８

電 話 0 5 5 − 2 8 4 − 4 5 4 3

正 会 員

株式会社 Ｇｒｅｅｎ    ｐｒｏｐ
代 表 取 締 役 川 添 憲 二

東 京 都 港 区 芝 ４ − １ ３ － １ ２

電 話 ０ ３ － ６ ７ ２ ２ － ６ ２ ５ ８

正 会 員

コスモ理研 株式会社
代 表 取 締 役 山 内 一 真

東 京 都 台 東 区 柳 橋 １ − １ ４ − ６

電 話 0 3 − 5 8 2 0 − 1 2 2 9

正 会 員

甲陽興産 株式会社
代 表 取 締 役 北 ⻆ 治 太
東 京 都 千 代 田 区 内 神 田 ２ − １ １ − ６

　　　　　喜助内神田ビル７F

電 話 0 3 − 6 2 0 6 − 0 5 3 3

正 会 員

株式会社 工　運
代 表 取 締 役 高 橋 雄 一

東 京 都 大 田 区 矢 口 １ − ２ ５ − １ ６

電 話 0 3 − 3 7 5 9 − 7 2 1 1

正 会 員

株式会社 コーエイクリーン
代 表 取 締 役 渡 部 潤 也

埼 玉 県 八 潮 市 木 曽 根 ５ ４ ６ − １

電 話 0 4 8 − 9 9 4 − 1 1 5 3

正 会 員

株式会社 こばやし産業
代 表 取 締 役 小 林 大 丈

埼 玉 県 朝 霞 市 上 内 間 木 ３ １ ７ − ５

電 話 0 4 8 − 4 5 6 − 1 1 5 1

正 会 員

小林運輸 株式会社
代 表 取 締 役
社 長 木 内 一 宏

埼 玉 県 戸 田 市 新 曽 南 ３ − ８ − ８

電 話 0 4 8 − 4 4 5 − 9 8 1 1

正 会 員

株式会社 ケイズ
代 表 取 締 役 小 林 真 二

東 京 都 昭 島 市 田 中 町 ３ − １ ０ − ７

電 話 0 4 2 − 5 1 9 − 5 2 2 2

正 会 員

株式会社 ケイ・エム環境
代 表 取 締 役 宮 田 仁 史

埼 玉 県 吉 川 市 大 字 三 輪 野 江 ２ ３ ０ ０ − １

電 話 0 4 8 − 9 8 4 − 5 1 0 1

正 会 員

有限会社 権田商事
代 表 取 締 役 権 田 秀 之

東 京 都 大 田 区 羽 田 旭 町 １ − １ ６

電 話 0 3 − 3 7 4 5 − 3 0 8 3

正 会 員

栄運輸 株式会社
代 表 取 締 役 鈴 木 尚 紀

東 京 都 葛 飾 区 水 元 １ − ２ ２ − ５ ６

電 話 0 3 − 3 6 0 9 − 2 8 4 0

正 会 員

株式会社 駒　形
代 表 取 締 役 黛 亙

東京都江戸川区南篠崎町３−２−４逸見ビル 201

電 話 0 3 − 6 6 3 8 − 3 3 1 3

正 会 員

黒沢産業 株式会社
代 表 取 締 役 黒 沢 善 弘

茨 城 県 筑 西 市 下 江 連 １ ２ ８ ４ − １ ５

電 話 0 2 9 6 − 4 9 − 6 6 0 0
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正 会 員

シグマテック 株式会社
代 表 取 締 役 深 江 伯 史

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 富 沢 町 ５ − ４

電 話 0 3 − 5 6 5 1 − 2 2 0 1

正 会 員

株式会社 ＪＲ東日本環境アクセス
代 表 取 締 役 
社 長 鈴 木 　 均

東 京 都 台 東 区 東 上 野 ３ − ４ − １ ２

電 話 0 3 − 3 8 3 6 − 1 5 5 1

正 会 員

株式会社 完山金属
代 表 取 締 役 完 山 一 範

東 京 都 八 王 子 市 館 町 ４ ６ ８ − ２

電 話 0 4 2 − 6 6 1 − 4 4 0 8

正 会 員

三東運輸 株式会社
代 表 取 締 役 田 口 裕 康

東 京 都 江 戸 川 区 篠 崎 町 ３ − １ ２ − ６

電 話 0 3 − 3 6 7 0 − 3 1 0 1

正 会 員

株式会社 ＪＲＳ
代 表 取 締 役 鷹 取 　 賢

東 京 都 昭 島 市 大 神 町 ４ − １ １ ５ ２

電 話 0 4 2 − 5 4 6 − 2 1 0 1

正 会 員

ＪＸ金属髙商 株式会社
代 表 取 締 役 
社 長 齋 藤 昭 夫
東 京 都 中 央 区 日 本 橋 ３ − ２ − ５

電 話 0 3 − 6 4 3 3 − 6 9 0 0

正 会 員

三光 株式会社
代 表 取 締 役 
社 長 三 輪 昌 輝

鳥 取 県 境 港 市 昭 和 町 ５ − １ ７

電 話 0 8 5 9 − 4 4 − 5 3 6 7

正 会 員

Ｊ&Ｔ環境 株式会社
代 表 取 締 役 
社 長 長 谷 場 洋 之

電 話 0 4 4 − 3 3 0 − 9 4 8 0

神 奈 川 県 川 崎 市 幸 区 堀 川 町 ５ ８ ０
　　　ソリッドスクエア東館９Ｆ

川崎本社

正 会 員

株式会社 ジーエムエス
取 締 役 田 崎 徹 史
東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 ３ − ４ − １

新国際ビル６Ｆ

電 話 0 3 − 6 2 8 1 − 4 8 7 7

正 会 員

株式会社 ＳＡＴＯ
代 表 取 締 役 吉 川 英 樹

東 京 都 八 王 子 市 東 中 野 ４ ８ ０ − ２

電 話 0 4 2 − 6 7 6 − 6 0 0 0

正 会 員

栄鉄鋼商事 株式会社
代 表 取 締 役 江 井 す わ 子

東 京 都 足 立 区 梅 島 ２ − １ ８ − ５

電 話 0 3 − 3 8 8 7 − 0 7 5 0

正 会 員

ＧＮＡ環境 株式会社
代 表 取 締 役 砂 山 　 章

東 京 都 八 王 子 市 館 町 ２ ３ ０ ０ − ３ ９ ３

電 話 0 4 2 − 6 2 9 − 9 6 8 8

正 会 員

株式会社 シンシア
代 表 取 締 役 
社 長 島 　 康 央
東 京 都 品 川 区 南 大 井 ６ − ２ ６ − ３

　　　　　大森ベルポート D 館６Ｆ

電 話 0 3 − 3 7 6 4 − 5 3 0 0

正 会 員

有限会社 新城重機
代 表 取 締 役 新 城 敬 太

東 京 都 武 蔵 村 山 市 伊 奈 平 １ − ５ ９ − １

電 話 0 4 2 − 5 2 0 − 7 2 4 5

正 会 員

白井運輸 株式会社
代 表 取 締 役 白 井 　 護

東 京 都 足 立 区 鹿 浜 ３ − ２ ８ − ７

電 話 0 3 − 3 8 9 7 − 1 3 3 1

正 会 員

株式会社 首都圏環境美化センター
代 表 取 締 役 斉 京 由 勝

東 京 都 足 立 区 入 谷 ９ − ２ １ − １ ９

電 話 0 3 − 3 8 5 6 − 8 1 4 4

正 会 員

株式会社 ショーモン
代 表 取 締 役 松 澤 敏 也

埼 玉 県 久 喜 市 河 原 井 町 ２ ７ 番 地

電 話 0 4 8 0 − 3 1 − 7 7 3 0

正 会 員

上昇運輸 株式会社
営 業 課 長 加 藤 英 起

石 川 県 金 沢 市 専 光 寺 町 レ ３ 番 地 ３ ０

電 話 0 7 6 − 2 6 8 − 0 7 7 8

正 会 員

株式会社 昭和石材工業所
代 表 取 締 役 
社 長 髙 瀬 順 司
東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 ６ − １ ４ − １

新宿グリーンタワービル

電 話 0 3 − 3 3 4 3 − 2 8 8 1

正 会 員

白井エコセンター 株式会社
代 表 取 締 役 斉 藤 良 一

東 京 都 足 立 区 入 谷 ５ − １ ６ − ２ ８

電 話 0 3 − 3 8 9 7 − 1 3 2 7

正 会 員

株式会社 新東京開発
代 表 取 締 役 林　 孝 志 郎

千 葉 県 松 戸 市 常 盤 平 陣 屋 前 ３ − ２ １

電 話 0 4 7 − 3 8 3 − 5 3 5 3

正 会 員

株式会社 伸和運輸
代 表 取 締 役 宮 﨑 琢 朗

東 京 都 世 田 谷 区 船 橋 ７ − ２ ０ − １ ４

電 話 0 3 − 3 4 8 2 − 8 4 7 5

正 会 員

品川運輸 株式会社
代 表 取 締 役 毛 塚 久 恵

東 京 都 品 川 区 東 大 井 ２ − １ − ８

電 話 0 3 − 3 7 6 1 − 0 1 6 5

正 会 員

ジャパンウェイスト 株式会社
代 表 取 締 役 
社 長 中 西 広 幸
東 京 都 中 央 区 日 本 橋 茅 場 町 ２ − １ ２ − １ ０

PMO  EX 日本橋茅場町８Ｆ

電 話 0 3 − 6 6 6 1 − 2 3 2 7
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正 会 員

株式会社 関商店
代 表 取 締 役 吉 田 　 潤

埼 玉 県 久 喜 市 久 喜 中 央 １ − １ ０ − １ １

電 話 0 4 8 0 − 2 3 − 5 5 5 8

正 会 員

株式会社 全公研
代 表 取 締 役 松 田 智 之

東 京 都 江 東 区 北 砂 １ − ６ − １

電 話 0 3 − 3 6 4 9 − 8 0 6 1

正 会 員

仙台環境開発 株式会社
代 表 取 締 役 櫻 井 　 慶

（東京営業所）
東京都千代田区平河町２−４−５ VORT平河町II  2F

電 話 0 3 − 5 2 1 5 − 5 0 0 4

正 会 員

総合商社 桂商店 株式会社
代 表 取 締 役 桂 　 義 雄

千 葉 県 千 葉 市 緑 区 平 山 町 ９ ８ ０ − ３

電 話 0 4 3 − 2 9 2 − 5 2 0 5

正 会 員

株式会社 高木造園
代 表 取 締 役 高 木 久 隆

東 京 都 あ き る 野 市 野 辺 ３ ９ ９ − ７

電 話 0 4 2 − 5 5 9 − 3 8 0 3

正 会 員

株式会社 大東運輸
代 表 取 締 役 小 林 剛 顕

東 京 都 江 東 区 新 木 場 ２ − １ ４ − １

電 話 0 3 − 3 5 2 1 − 7 3 1 1

正 会 員

第三東海 株式会社
代 表 取 締 役 仙 頭 宏 史

東 京 都 千 代 田 区 神 田 神 保 町 １ − ２

電 話 0 3 − 3 2 9 2 − 0 1 3 5

正 会 員

大興運輸倉庫 株式会社
代 表 取 締 役 片 山 　 饒

東 京 都 江 東 区 枝 川 ２ − ７ − ８

電 話 0 3 − 5 6 5 3 − 0 7 0 0

正 会 員

株式会社 スリーシープランニング
代 表 取 締 役 星 野 友 紀

東 京 都 品 川 区 南 品 川 ３ − ６ − ３ １

電 話 0 3 − 5 7 6 9 − 0 1 5 7

正 会 員

成友エコプラスワン 株式会社
代 表 取 締 役 浅 尾 洋 和

東 京 都 西 多 摩 郡 日 の 出 町 平 井 ２ ２ − １ ０

電 話 0 4 2 − 5 9 7 − 1 1 1 5

正 会 員

株式会社 スイーピングサービス
代 表 取 締 役 田 邉 昌 志

東 京 都 あ き る 野 市 瀬 戸 岡 ３ ６ ０ − １

電 話 0 4 2 − 5 9 7 − 6 1 1 1

正 会 員

新和環境 株式会社
代 表 取 締 役 梁 川 　 哲

東 京 都 新 宿 区 西 早 稲 田 ２ − ２ １ − １ ２

電 話 0 3 − 3 2 0 8 − 5 0 4 7

正 会 員

千代田鉱砕 株式会社
代 表 取 締 役 伊 藤 公 一

千 葉 県 柏 市 風 早 ２ − ３ − ６

電 話 0 4 − 7 1 9 2 − 2 1 5 0

正 会 員

株式会社 調布清掃
代 表 取 締 役 梶 原 良 介

東 京 都 調 布 市 深 大 寺 東 町 ５ − ８ − １

電 話 0 4 2 − 4 8 5 − 1 1 6 6

正 会 員

株式会社 タケエイ
代 表 取 締 役 
社 長 阿 部 光 男
東 京 都 港 区 芝 浦 １ − １ − １

ブルーフロント芝浦タワー S

電 話 0 3 − 6 3 6 1 − 6 8 3 0

正 会 員

都築鋼産 株式会社
代 表 取 締 役 
社 長 都 築 　 基

東 京 都 足 立 区 新 田 １ − １ ０ − １ ９

電 話 0 3 − 3 9 1 4 − 8 5 1 1

正 会 員

ＴＭＬ 株式会社
代 表 取 締 役 加 藤 一 繁

東 京 都 大 田 区 京 浜 島 ２ − １ 9 − １ 0

電 話 0 3 − 3 7 9 0 − 2 8 8 2

正 会 員

株式会社 貴　藤
代 表 取 締 役 池 ノ 谷 新 吾

東 京 都 昭 島 市 拝 島 町 ３ − １ − ３

電 話 0 4 2 − 5 4 5 − 6 0 2 7

正 会 員

株式会社 田邉商店
代 表 取 締 役 田 邉 　 力

東 京 都 立 川 市 一 番 町 ５ − ５ − １

電 話 0 4 2 − 5 2 0 − 0 0 7 5

正 会 員

株式会社 タカヤマ
代 表 取 締 役 齊 藤 康 祐

埼 玉 県 所 沢 市 南 永 井 ３ ７ − ９

電 話 0 4 − 2 9 9 3 − 1 2 1 3

正 会 員

ティー･ビー・ロジスティックス 株式会社
代 表 取 締 役 相 川 和 政

埼 玉 県 八 潮 市 大 字 浮 塚 １ ０ ０ 番 地

電 話 0 4 8 − 9 9 4 − 1 3 1 1

正 会 員

有限会社 髙　興
代 表 取 締 役 石 川 市 郎

東 京 都 八 王 子 市 高 月 町 ５ １ ５

電 話 0 4 2 − 6 9 1 − 1 9 1 9

正 会 員

鷹取建材 株式会社
代 表 取 締 役 鷹 取 　 賢

神 奈 川 県 相 模 原 市 緑 区 川 尻 ５ ２ １ ８ − １

電 話 0 4 2 − 7 8 3 − 0 7 7 3

正 会 員

株式会社 拓実興業
代 表 取 締 役 吉 実 竜 二

東 京 都 調 布 市 小 島 町 ３ − ６ ６ − １

電 話 0 4 2 − 4 4 4 − 2 0 9 4
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正 会 員

東京レンダリング協同組合
代 表 理 事 徳 田 昌 彦

東 京 都 墨 田 区 東 墨 田 １ − ９ − １

電 話 0 3 − 3 6 1 9 − 5 5 1 6

正 会 員

東都運業 株式会社
代 表 取 締 役 酒 井 大 作

東 京 都 葛 飾 区 奥 戸 ３ − ２ ３ − ２ ８

電 話 0 3 − 3 6 9 6 − 4 6 1 1

正 会 員

株式会社 東武クリエイティブ
代 表 取 締 役 
社 長 垣 入 淳 樹

東 京 都 足 立 区 西 伊 興 １ − ２ − ８

電 話 0 3 − 3 8 9 9 − 2 2 5 1

正 会 員

東武清掃 株式会社
代 表 取 締 役 津 島 英 世

東 京 都 足 立 区 西 伊 興 １ − ６ − ２ ８

電 話 0 3 − 3 8 9 9 − 2 0 0 4

正 会 員

株式会社 トーホークリーン
代 表 取 締 役 前 川 佑 子

東 京 都 渋 谷 区 東 １ − ５ − ４

電 話 0 8 0 0 − 8 0 0 − 3 9 2 9

正 会 員

公益財団法人 東京都環境公社
理 事 長 小 川 謙 司
東 京 都 墨 田 区 江 東 橋 ４ − ２ ６ − ５

　　　　　東京トラフィック錦糸町ビル８Ｆ

電 話 0 3 − 3 6 4 4 − 2 1 8 9

正 会 員

東京トリムテック 株式会社
代 表 取 締 役 最 上 　 修

東 京 都 品 川 区 西 五 反 田 １ − ２ ５ − １

電 話 0 3 − 3 4 9 2 − 3 4 3 0

正 会 員

有限会社 東京斫り
代 表 取 締 役 上 杉 大 樹

東 京 都 江 戸 川 区 松 江 ４ − １ ７ − ３ − ３ ０ ７

電 話 0 3 − 3 6 5 2 − 5 0 4 2

正 会 員

株式会社 東京クリアセンター
代 表 取 締 役 
社 長 熊 木 　 亮

東 京 都 港 区 赤 坂 ２ − ５ − ４ 赤 坂 室 町 ビ ル

電 話 0 3 − 4 2 3 2 − 5 6 7 1

正 会 員

東京エコリサイクル 株式会社
代 表 取 締 役 
社 長 志 田 勝 巳

東 京 都 江 東 区 若 洲 ２ − ８ − ２ １

電 話 0 3 − 3 5 2 2 − 6 6 9 0

正 会 員

東京医療クリーン事業協同組合
代 表 理 事 宮 田 喜 代 美

東 京 都 豊 島 区 西 池 袋 ２ − ２ ９ − １ ９

電 話 0 3 − 3 5 9 0 − 8 0 0 0

正 会 員

株式会社 ＴＯＡシブル
代 表 取 締 役 安 池 慎 一 郎

千 葉 県 八 千 代 市 上 高 野 １ ７ ２ ８ − ５

電 話 0 4 7 − 4 8 5 − 7 1 8 9

正 会 員

中村産業 株式会社
代 表 取 締 役
社 長 中 村 英 生

東 京 都 江 東 区 豊 洲 ６ − ６ − ６

電 話 0 3 − 6 6 3 3 − 0 1 8 9

正 会 員

中野運輸 株式会社
代 表 取 締 役 松 原 美 紀 子

東 京 都 中 野 区 丸 山 １ − ２ − １

電 話 0 3 − 3 3 8 7 − 4 3 5 6

正 会 員

内藤産業 株式会社
代 表 取 締 役 内 藤 信 也

東 京 都 町 田 市 小 野 路 町 ２ ３ ２ ４ − １

電 話 0 4 2 − 7 3 4 − 0 5 3 8

正 会 員

有限会社 長岡商店
代 表 取 締 役 長 岡 秀 明

電 話
東 京 都 八 王 子 市 明 神 町 ２ − １０ − １５本 社
0 4 2 − 6 4 2 − 6 3 7 3

上川営業所 電 話 0 4 2 − 6 5 4 − 0 5 6 4

正 会 員

株式会社 中　村
代 表 取 締 役 戸 村 勝 秀

東 京 都 杉 並 区 上 高 井 戸 ３ − ２ − ２ ３

電 話 0 3 − 3 3 0 2 − 5 1 5 6

正 会 員

株式会社 トリデ
代 表 取 締 役 佐 藤 英 生

電 話 0 4 2 − 5 7 6 − 9 7 5 0

東 京 都 府 中 市 西 原 町 ４ − １ ７ − ５ ３本 社
事 務 所 東 京 都 国 立 市 泉 ３ − ２ ８ − １

正 会 員

西東京医師協同組合
理 事 長 子 田 純 夫

東 京 都 立 川 市 柴 崎 町 ３ − １ ６ − １ １

電 話 0 4 2 − 5 2 4 − 6 4 1 1

正 会 員

株式会社 西商店
代 表 取 締 役 西 　 義 雄

東 京 都 大 田 区 池 上 ６ − ２ ８ − ５

電 話 0 3 − 3 7 5 4 − 2 4 4 1

正 会 員

那須興産 株式会社
代 表 取 締 役 柴 　 健 一

東 京 都 板 橋 区 高 島 平 ２ − ２ − ９

電 話 0 3 − 5 9 7 0 − 3 8 2 5

正 会 員

株式会社 トキワ薬品化工
代 表 取 締 役 伊 丹 重 貴

神 奈 川 県 横 浜 市 旭 区 上 川 井 町 ３ ７ ６

電 話 0 4 5 − 9 2 1 − 3 2 6 4

正 会 員

株式会社 トベ商事
代 表 取 締 役 戸 部 智 史

東 京 都 北 区 王 子 ５ − １ ０ − １

電 話 0 3 − 5 9 0 2 − 3 2 0 2

正 会 員

株式会社 西日本アチューマットクリーン
代 表 取 締 役 藏 本 　 悟

岡 山 県 岡 山 市 中 区 藤 原 ５ ０ − １

電 話 0 8 6 − 2 7 2 − 8 0 4 2
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正 会 員

日本設備保全 株式会社
代 表 取 締 役 前 田 隆 幸

東 京 都 稲 城 市 坂 浜 １ ０ ２ − ５

電 話 0 4 2 − 3 1 3 − 8 3 0 0

正 会 員

日本環境 株式会社

東 京 都 港 区 芝 ３ − １ ５ − １ ５

　　　　　　櫻井ビル８Ｆ

正 会 員

株式会社 日本協力

東 京 都 江 東 区 潮 見 １ − ６ − ２

電 話 0 3 − 3 6 4 0 − 4 7 7 7

川 上 和 章代表取締役社長

正 会 員

株式会社 日本シューター
代 表 取 締 役 
社 長 田 中 康 之

東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 ２ − ９

電 話 0 3 − 3 5 1 8 − 8 6 7 0

正 会 員

日盛運輸 株式会社
代 表 取 締 役 
社 長 宇 田 川 幸 一

東 京 都 江 戸 川 区 篠 崎 町 ３ − １ − １ １

電 話 0 3 − 3 6 7 8 − 1 1 0 0

正 会 員

株式会社 日成ストマック・トーキョー
代 表 取 締 役 畠 山 孟 賛

東 京 都 江 戸 川 区 東 葛 西 ３ − １ ７ − １ ５

電 話 0 3 − 5 6 7 6 − 0 5 5 5

正 会 員

日晴ビジネス 株式会社
代 表 取 締 役 永 井 　 剛

東 京 都 文 京 区 本 郷 ５ − ２ ４ − ３

電 話 0 3 − 5 8 0 0 − 2 6 2 6

正 会 員

日曹金属化学 株式会社
代 表 取 締 役 
社 長 赤 川 彰 一

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 兜 町 ２ １ − ７

電 話 0 3 − 4 5 8 6 − 7 8 9 2

正 会 員

日東消毒 株式会社
代 表 取 締 役 弓 座 一 臣

千 葉 県 木 更 津 市 八 幡 台 ２ − ２ − １

電 話 0 4 3 8 − 3 7 − 3 5 9 5

正 会 員

日本サニテイション 株式会社

東 京 都 江 東 区 新 木 場 ４ − １ − ３ ０

電 話 0 3 − 5 5 3 4 − 3 5 2 1

正 会 員

日本衛生 株式会社

東 京 都 足 立 区 入 谷 ９ − ３ ０ − １ ０

電 話 0 3 − 3 8 5 3 − 6 0 6 1

津 山 幸 太代 表 取 締 役

正 会 員

日興サービス 株式会社
代 表 取 締 役 山 口 　 徹

埼 玉 県 戸 田 市 笹 目 北 町 １ ４ − １ ９

電 話 0 4 8 − 4 2 1 − 9 4 3 1

正 会 員

有限会社 八栄興業
代 表 取 締 役 鵜 家 　 聡

東 京 都 西 東 京 市 芝 久 保 町 ５ − ４ − ９

電 話 0 4 2 − 4 6 5 − 5 5 2 5

正 会 員

日本メディカル・ウェイスト・マネジメント 株式会社
代 表 取 締 役 
社 長 石 河 　 淳

東 京 都 港 区 芝 １ − １ ５ − １ ４

電 話 0 3 − 3 7 9 8 − 4 7 0 3

正 会 員

野村興産 株式会社
代 表 取 締 役 
社 長 藤 原 　 悌
東 京 都 中 央 区 日 本 橋 堀 留 町 ２ − １ − ３

　　　ヤマトインターナショナル日本橋ビル

電 話 0 3 − 5 6 9 5 − 2 5 3 0

正 会 員

バイオエナジー 株式会社
代 表 取 締 役 服 部 直 之

東 京 都 中 央 区 新 川 ２ − ５ − ２

電 話 0 3 − 5 5 4 0 − 4 2 2 5

正 会 員

株式会社 浜　田
執 行 役 員 
東 京 支 社 長 山 本 隆 之
東 京 都 新 宿 区 四 谷 ４ − 32 − ４ 

四谷 4 丁目 32 番 4 号ビル 3F

電 話 0 3 − 6 4 5 9 − 1 3 5 2

正 会 員

有限会社 原島組
代 表 取 締 役 原 島 和 敏

東 京 都 昭 島 市 中 神 町 １ − １ ４ − ６

電 話 0 4 2 − 5 4 1 − 7 8 7 5

正 会 員

有限会社 ビー・アイ・エル
代 表 取 締 役 武 藤 廣 見

東 京 都 北 区 東 田 端 ２ − ８ − ７

電 話 0 3 − 3 8 9 3 − 7 4 8 0

正 会 員

株式会社 フジ・トレーディング
代 表 取 締 役 大 羽 敬 子

東 京 都 東 大 和 市 向 原 ４ − ２ ９ − ９

電 話 0 4 2 − 5 6 5 − 7 7 2 2

正 会 員

株式会社 福井商店
代 表 取 締 役 赤 羽 敏 宏

東 京 都 千 代 田 区 内 神 田 ２ − ８ − １ 冨 高 ビ ル 4F

電 話 0 3 − 3 2 5 2 − 3 8 9 6

正 会 員

富士建興 株式会社
代 表 取 締 役 橋 場 泰 雄

東 京 都 千 代 田 区 九 段 北 １ − １ ４ − １ ３

電 話 0 3 − 3 2 6 5 − 2 3 5 1

正 会 員

日本トリート 株式会社
代 表 取 締 役 臼 井 淳 一 郎

東 京 都 世 田 谷 区 上 馬 ３ − ７ − ８

電 話 0 3 − 3 4 2 4 − 2 0 2 0

正 会 員

株式会社 野口茂樹商店
代 表 取 締 役 野 口 英 樹

東 京 都 墨 田 区 横 川 １ − ３ − ６

電 話 0 3 − 3 6 2 5 − 0 5 9 3
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正 会 員

有限会社 古川新興
代 表 取 締 役 古 川 幸 司

東 京 都 府 中 市 是 政 ３ − ６ ５ − １

電 話 0 4 2 − 3 6 5 − 2 2 3 1

正 会 員

有限会社 フロンティア
代 表 取 締 役 小 森 康 一

東 京 都 足 立 区 辰 沼 ２ − １ ７ − ７

電 話 0 3 − 5 6 1 3 − 8 2 5 1

正 会 員

株式会社 ペエックス
代 表 取 締 役 伊 藤 伸 夫

東 京 都 稲 城 市 大 丸 １ ４ ８ １ − ３

電 話 0 4 2 − 3 7 8 − 2 1 2 1

正 会 員

株式会社 まごころ清掃社
代 表 取 締 役 高 野 正 人
東 京 都 八 王 子 市 長 房 町 １ ２ ６ − ２
電 話（ フ リ ー ダ イ ヤ ル ）

0 1 2 0 − 5 3 8 − 0 5 6

正 会 員

株式会社 増渕商店
代 表 取 締 役 増 渕 千 人

東 京 都 板 橋 区 高 島 平 ７ − ４ − ３　 ２ Ｆ

電 話 0 3 − 5 9 6 8 − 4 0 7 7

正 会 員

マスヒロ環境 株式会社
代 表 取 締 役 増 田 博 之

東 京 都 西 多 摩 郡 瑞 穂 町 長 岡 ２ − ５ − ２

電 話 0 4 2 − 5 5 6 − 0 3 0 8

正 会 員

松田産業 株式会社
代 表 取 締 役 
社 長 松 田 芳 明

東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 １ − ２ ６ − ２

電 話 0 3 − 5 3 8 1 − 0 0 0 1

正 会 員

有限会社 松村組
代 表 取 締 役 松 村 竜 二

東 京 都 府 中 市 日 新 町 ５ − ３ − ３

電 話 0 4 2 − 3 6 2 − 6 7 0 0

正 会 員

松村ダスト 有限会社
代 表 取 締 役 松 村 博 文

東 京 都 あ き る 野 市 舘 谷 ２ ５ １ − １

電 話 0 4 2 − 5 9 6 − 4 9 5 9

正 会 員

株式会社 マスヒロ
代 表 取 締 役 桝 満 真 由 美

埼 玉 県 三 郷 市 早 稲 田 １ − １ ４ − １ ８

電 話 0 4 8 − 9 5 7 − 7 7 4 9

正 会 員

美濃紙業 株式会社
代 表 取 締 役 
社 長 近 藤 行 輝

東 京 都 足 立 区 千 住 東 ２ − ２ ３ − ３

電 話 0 3 − 3 8 8 2 − 4 9 2 2

正 会 員

株式会社 藤原土建
代 表 取 締 役 丸 島 寛 範

東 京 都 狛 江 市 元 和 泉 ３ − ６ − １ ３

電 話 0 3 − 3 4 8 8 − 5 1 5 9

正 会 員

株式会社 明和運輸
代 表 取 締 役 宇 田 川 泰 徳

東 京 都 足 立 区 宮 城 １ − ６ − １ ２

電 話 0 3 − 3 9 1 1 − 6 1 2 6

正 会 員

武蔵野土木工業 株式会社
代 表 取 締 役 土 方 利 夫

東 京 都 町 田 市 小 野 路 町 ３ ３ ４ ３

電 話 0 4 2 − 7 3 4 − 3 0 6 5

正 会 員

株式会社 山一商事
代 表 取 締 役 松 本 大 輔

東 京 都 港 区 六 本 木 ７ − １ ５ − １ ４

電 話 0 3 − 3 4 2 3 − 8 1 1 3

正 会 員

山下産業 株式会社
代 表 取 締 役 山 下 泰 広

山 梨 県 北 杜 市 須 玉 町 若 神 子 ５ ２ ８ ０

電 話 0 5 5 1 − 4 2 − 4 8 4 8

正 会 員

株式会社 ヤマゼン
代 表 取 締 役 山 﨑 公 信

電 話 0 5 9 5 − 3 9 − 9 4 1 0

正 会 員

株式会社 実有輝
代 表 取 締 役 柳 澤 達 也

東 京 都 練 馬 区 春 日 町 ４ − ３ ０ − ２ ４

電 話 0 3 − 3 9 9 8 − 9 7 8 8

正 会 員

株式会社 ヨシモリ
代 表 取 締 役 河 野 高 志

東 京 都 足 立 区 関 原 １ − １ ２ − ２

電 話 0 3 − 3 8 4 8 − 2 3 4 5

正 会 員

山田設備工業 株式会社
代 表 取 締 役 山 田 有 司

東 京 都 日 野 市 大 坂 上 ２ − ２ − ７

電 話 0 4 2 − 5 8 4 − 0 8 7 9

正 会 員

山大物産 株式会社
代 表 取 締 役 山 下 逸 郎

埼 玉 県 新 座 市 大 和 田 ３ − １ ０ − ２ ６

電 話 0 4 8 − 4 8 1 − 3 8 4 5

正 会 員

都清掃 株式会社
常 務 取 締 役 吉 野 猛 彦

東 京 都 足 立 区 佐 野 １ − ２ ８ − １ ０

電 話 0 3 − 3 6 0 6 − 0 1 3 5

正 会 員

村上工業 株式会社
代 表 取 締 役
社 長 石 田 聡 則

東 京 都 国 立 市 西 ２ − ２ ０ − ６

電 話 0 4 2 − 5 7 3 − 1 3 9 5

正 会 員

株式会社 ヨドセイ
代 表 取 締 役 青 栁 文 夫

東 京 都 豊 島 区 東 池 袋 ２ − ３ ８ − ２ ０

電 話 0 3 − 3 9 8 5 − 8 8 0 1



54 第 43巻第 5号　通巻第 431 号 55とうきょうさんぱい　令和 8年 8月 1日号

正 会 員

株式会社 リノグレス
代 表 取 締 役 木 村 清 貴

東 京 都 八 王 子 市 大 谷 町 ４ ８ １

電 話 0 4 2 − 6 6 0 − 0 5 1 5

賛 助 会 員

行政書士 笹島総合事務所
代 表 
特定行政書士 笹 島 潤 也

東 京 都 北 区 田 端 ６ − ４ − ８

電 話 0 3 − 5 8 3 2 − 4 6 7 0

賛 助 会 員

サナート行政書士事務所
代 表 
特定行政書士 下 方 和 美
東 京 都 千 代 田 区 霞 が 関 ３ − ７ − １

霞が関東急ビル２０２

電 話 0 3 − 6 5 5 0 − 9 4 9 7

賛 助 会 員

株式会社 ＪＥＭＳ
代 表 取 締 役 須 永 裕 毅

茨 城 県 つ く ば 市 東 新 井 ３ １ − １ ３

電 話 0 2 9 − 8 2 8 − 5 4 7 7

正 会 員

株式会社 和光サービス
代 表 取 締 役 山 田 邦 光

千 葉 県 白 井 市 河 原 子 ３ ２ ７ 番 地

電 話 0 4 7 − 4 9 1 − 5 3 0 5

賛 助 会 員

株式会社 環境管理センター営業本部
上席執行役員 
営 業 本 部 長 関 澤 　 卓
東 京 都 千 代 田 区 内 神 田 ２ − １ ４ − ４

　　　　　内神田ビルディング３Ｆ

電 話 0 3 − 6 2 0 6 − 4 3 2 1

賛 助 会 員

株式会社 環境と開発
代 表 取 締 役 田 邉 陽 介

東 京 都 台 東 区 上 野 ５ − １ ５ − １ ４　 ９ F

電 話 0 3 − 6 6 6 1 − 7 1 7 4

賛 助 会 員

エクイス環境ジャパン 合同会社
代 表 社 員
職 務 執 行 者 羽 鳥 智 則
東 京 都 千 代 田 区 六 番 町 ２ − １ ９

PMO 市ヶ谷 ９Ｆ・１０Ｆ

電 話 0 3 − 6 6 9 8 − 8 8 0 0

賛 助 会 員

秋葉原経営行政事務所
所 長 
行 政 書 士 渋 川 善 三 郎
東 京 都 千 代 田 区 東 神 田 ３ − ２ − ４

　　　　　東神田サマリヤマンション８０８号

電 話 0 3 − 3 8 6 4 − 6 5 5 1

賛 助 会 員

株式会社 サナース
代 表 取 締 役 
社 長 中 川 大 実
東 京 都 品 川 区 南 大 井 ６ − ２ ６ − ２

大森ベルポートＢ館 ３Ｆ

電 話 0 3 − 6 4 1 0 − 8 6 2 3

正 会 員

株式会社 ワイエムエコフューチャー
代 表 取 締 役 加 瀬 博 章

埼 玉 県 草 加 市 青 柳 ２ − ７ − ４ ５

電 話 0 4 8 − 9 3 3 − 3 0 0 0

賛 助 会 員

アーバンテクノリサイクル 株式会社
代 表 取 締 役 與 儀 千 晃
神 奈 川 県 川 崎 市 川 崎 区 東 田 町 １ １ − ２ ７

オーシー川崎ビル 3 Ｆ

電 話 0 4 4 − 2 4 5 − 5 5 0 5

賛 助 会 員

ＤＯＷＡエコシステム 株式会社
取 締 役
ウエステック事業部長 中 村 達 也
東 京 都 千 代 田 区 外 神 田 ４ − １ ４ − １

　　　　　秋葉原ＵＤＸ２２Ｆ

電 話 0 3 − 6 8 4 7 − 1 2 3 1

賛 助 会 員

一般社団法人 東京建物解体協会
会 長 藤 井 　 誠

東京都中央区八丁堀３−１０−１ 章山堂ビル４０１

電 話 0 3 − 3 5 5 1 − 1 0 7 5

賛 助 会 員

株式会社 テクノリンクス
代 表 取 締 役 
社 長 野 田 幸 宏

神 奈 川 県 平 塚 市 西 八 幡 ４ − ７ − １ ２

電 話 0 4 6 3 − 6 3 − 4 2 8 1

賛 助 会 員

株式会社 高見沢分析化学研究所
代 表 取 締 役 佐 藤 英 樹

埼 玉 県 さ い た ま 市 桜 区 西 堀 ６ − ４ − ２ ８

電 話 0 4 8 − 8 6 1 − 0 2 8 8

賛 助 会 員

トライシクル 株式会社
代 表 取 締 役 山 田 晃 一
東 京 都 品 川 区 南 大 井 ６ − ２ ６ − ３

大森ベルポート D 館  ８Ｆ

電 話 0 3 − 6 4 1 0 − 8 7 8 0

賛 助 会 員

株式会社 ドラＥＶＥＲ
代 表 取 締 役 岡 野 照 彦
東 京 都 港 区 新 橋 ５ − ３ ４ − ３

栄進開発ビル ４Ｆ

電 話 0 3 − 6 3 7 1 − 4 1 9 2

賛 助 会 員

株式会社 ゼスト
代 表 取 締 役 白 石 恭 隆

東京都中央区銀座７−１２−４ 友野本社ビル８Ｆ

電 話 0 3 − 6 2 7 7 − 3 4 7 7

賛 助 会 員

全国オイルリサイクル協同組合
理 事 長 安 池 慎 一 郎

東 京 都 中 央 区 京 橋 ２ − ６ − ６

電 話 0 3 − 5 2 5 0 − 5 0 8 6

賛 助 会 員

住友建機販売 株式会社

支 店 長 納 　 浩 三
東 京 都 江 東 区 新 木 場 １ − １ ４ − ５

電 話 0 5 0 − 9 0 0 1 − 8 6 0 8

関 東 甲 信 越 統 括 部   東 京 支 店

賛 助 会 員

株式会社 タウ  横浜支店
支 店 長 俵　 祐 一 郎
神 奈 川 県 横 浜 市 中 区 本 町 ２ − １ ４

大同生命横浜ビル ９Ｆ

電 話 0 4 5 − 2 1 0 − 0 2 1 5

賛 助 会 員

内藤環境管理 株式会社
代 表 取 締 役
社 長 内 藤 　 岳

埼 玉 県 さ い た ま 市 南 区 大 字 太 田 窪 2051 − 2

電 話 0 1 2 0 − 0 1 − 2 5 9 0

賛 助 会 員

株式会社 パートナーズコーポレーション
代 表 取 締 役 北 村 綱 基
東 京 都 中 央 区 八 丁 堀 ３ − １ １ − １ １

NOVEL WORK Hatchobori ４Ｆ

電 話 0 3 − 3 5 2 3 − 4 4 5 5
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賛 助 会 員

株式会社 御池鐵工所
代 表 取 締 役 小 林 秀 匡

広 島 県 福 山 市 神 辺 町 川 南 ３ ９ ６ − ２

電 話 0 8 4 − 9 6 3 − 5 5 0 0

賛 助 会 員

日立建機日本 株式会社
東 京 支 店
支 店 長 倉 永 健 司

埼 玉 県 草 加 市 弁 天 ５ − ３ ３ − ２ ５

電 話 0 4 8 − 9 3 5 − 7 3 4 1

一 般 社 団 法 人

東京都産業資源循環協会
会 長	 鈴 木 宏 和
専 務 理 事	 鈴 木 研 二
事 務 局 長	 増 田    　 武

 	 佐 伯 初 美
 	 髙 野 清 花
 	 松 田 和 泉
 	 小 熊 朋 恵
 	 中 澤 宏 子
 	 深 井 裕 香

広報委員会
委 員 長	 森        雅 裕
副 委 員 長	 吉 本 花 子
副 委 員 長	 大 崎 秀 也
副 委 員 長	 矢 部　    要
	 吉 野 猛 彦
	 佐 野 藤 治
	 小 林        豊
	 福 田        隆
	 望 月 麻 子
	 石 野 伸 一
	 山 﨑 隆 一

	 塩 沢 美 樹機 関 誌
編 集 担 当
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出典：厚生労働省　職場のあんぜんサイト「労働災害事例集」「ヒヤリハット事例集」より
	 類似事例のイラストは同サイトの画像をもとに当協会にて加工して作成
	 ☞ https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen/sai/sai_new241220.html　	 またはコチラ→

東京労働局管内の産業廃棄物業種における

労働災害発生状況（令和 8 年 1 月〜 4 月累計）

死亡者数

1 名

協会年間目標数　0 名

休業 4 日以上の死傷者数

30 名

前年同月比　＋ 10 名
協会年間目標数 81 名以内

出所：	厚生労働省 職場のあんぜんサイトより、労働災害事例→ヒヤリハット事例集
	 労働災害統計→労働災害発生速報値 , 「死亡災害報告」による死亡災害発生状況 , 
	 「労働者死傷病報告」による死傷災害発生状況

ヒヤリ・ハット事例ヒヤリ・ハット事例
工場内で重機破砕の補助作業中、破砕した破片が当たりそうになった。重機周りの安全距工場内で重機破砕の補助作業中、破砕した破片が当たりそうになった。重機周りの安全距
離の確保と作業監視者の設置を徹底する。離の確保と作業監視者の設置を徹底する。

類似事例 1 類似事例２

※ QRコードが隣接しているため、片方を手や紙などで隠していただくと読み取りやすくなります

移 動 式 ク レ ー ン か ら 荷 卸 し
中、 荷 の バ ラ ン ス が 崩 れ て 回 転 し、 
ぶつかりそうになった

破損パレットにフォークが当たり倒壊しそうに
なった




